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論 文  

協 働 的 な 学 び の 場 に お い て も 算 数 を 活 用 で き る  

教 育 者 養 成 の た め の 一 考  

 

t he  Method  o f  U t i l i z i ng  Mathemat i cs  Educa t ion  
 i n  T rus t -based  Coope ra t i ve  Lea rn ing   

fo r  S tudents  o f  E lementary  Schoo l  Teacher  Tra in ing  Course  
 

清 水  一 紘 、 清 水 -斎 藤  恵 子  
 

1.要 旨  
本 稿 は 、 障 が い ご と に 研 究 さ れ た 算 数 の 苦 手 分 野 を 調 査 し 、「 個 別

最 適 な 学 び 」 と し て 特 に 重 視 す べ き 算 数 の 課 題 を 知 る だ け で な く 、 共
通 の 算 数 の 課 題 を 発 見 し 、 よ り 多 く の 児 童 に 開 か れ た 学 び の ユ ニ バ ー
サ ル デ ザ イ ン と し て の 「 協 働 的 な 学 び 」 を 探 究 す る た め の 調 査 研 究 で
あ る 。 こ の 「 個 別 最 適 な 学 び 」 と 「 協 働 的 な 学 び 」 を 両 輪 と し て 、 海
外 の 動 向 に も 学 び 、 よ り 多 く の 児 童 に 「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 」
を 提 供 で き る 教 育 者 を 養 成 す る た め の 算 数 教 授 法 を 検 討 し た 。  

 
キ ー ワ ー ド  算 数 教 育  イ ン ク ル ー シ ブ 教 育  学 び の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ
イ ン  

 
2 .研 究 の 背 景 と 目 的 、 対 象  
2.1  研 究 の 背 景  

「 令 和 の 日 本 型 学 校 教 育 」 の 構 築 に 関 す る 答 申 （ 文 部 科 学
省 ,2022） に よ れ ば 、 Socie ty5 .0 時 代 及 び 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 等 に よ
る 予 測 困 難 な 時 代 の 到 来 に 対 し 、 新 学 習 指 導 要 領 の 着 実 な 実 施 や Ｉ Ｃ
Ｔ の 活 用 に よ り 、 一 人 一 人 の 児 童 ・ 生 徒 が 、 自 分 の よ さ や 可 能 性 を 認
識 す る と と も に 、 あ ら ゆ る 他 者 を 価 値 あ る 存 在 と し て 尊 重 し 、 多 様 な



 
 

 2 

人 々 と 協 業 し な が ら 様 々 な 社 会 的 変 化 を 乗 り 越 え 、 豊 か な 人 生 を 切 り
拓 き 、 持 続 可 能 な 社 会 の 創 り 手 と な れ る よ う に す る こ と が 必 要 と さ れ
て い る 。 1 )  

こ の よ う な 背 景 で 、 よ り 多 く の 児 童 ・ 生 徒 に ひ ら か れ た 算 数 ・ 数 学
を 提 供 で き る 人 材 を 育 成 す る 上 で 重 要 な の は 、 た だ 、 算 数 ・ 数 学 を わ
か り や す く 教 え 、 数 理 の 困 難 さ を 抱 え る 児 童 ・ 生 徒 に 寄 り 添 い 、「 個
別 最 適 な 学 び 」 を 提 供 で き る だ け で は 十 分 と い え な い だ ろ う 。 特 別 支
援 学 校 の 教 員 で な く と も 、 彼 ら に は 、 ミ ク ロ の 視 点 で 、 日 本 の 現 行 の
教 育 制 度 下 で の 各 教 育 現 場 で 抱 え る 困 難 や 問 題 と そ の 対 策 を 、 障 が い
の 有 無 に か か わ ら ず 広 域 に 学 年 を 越 え て 重 層 的 に 理 解 す る こ と が 必 要
だ 。 そ れ と 共 に 、 マ ク ロ の 視 点 で 、 海 外 の 教 育 制 度 か ら も 学 び 、 ど の
よ う な 授 業 を 展 開 す る こ と が 最 善 で あ る か 考 え 、 主 体 的 に ア ッ プ デ ー
ト し て い く 意 欲 と 方 法 を 獲 得 し 、 周 り と 共 有 し て い く 力 が 常 に 求 め ら
れ て い る 。  

日 本 の 現 行 の 教 育 制 度 で は 、 小 学 校 ・ 中 学 校 に つ い て は 、 通 常 の 学
校 と 特 別 支 援 学 校 に 分 か れ る 。 さ ら に 通 常 学 校 で は 支 援 学 級 と 通 常 の
学 級 に 分 か れ る 。 支 援 学 級 に 所 属 し て い る 児 童 ・ 生 徒 は 、 必 要 に 応 じ
て 一 定 程 度 、 通 常 の 学 級 で 学 習 し て い る 。 し か し 、 専 門 的 な 場 で の 支
援 を 受 け る こ と な く 、 通 常 の 学 級 で 学 ぶ 児 童 ・ 生 徒 も 一 定 数 い る 。 例
え ば 、 知 能 指 数 が 70 未 満 の 児 童 ・ 生 徒 は 行 政 施 策 上 知 的 障 が い と 認
め ら れ 、 教 育 や 福 祉 の 支 援 の 対 象 と な り 得 る が 、 知 能 指 数 の 境 界 部 分
の 、 知 能 指 数 が 70 か ら 85 の 境 界 知 能 の 児 童 ・ 生 徒 は 、 知 能 検 査 の
結 果 だ け で は 知 的 障 が い と も 発 達 障 が い と も 診 断 さ れ な い 。 ま た 、 は
っ き り と し た 原 因 は わ か り に く い が 、 課 題 を 抱 え る い わ ゆ る グ レ ー ゾ
ー ン に 位 置 づ け ら れ る 児 童 ・ 生 徒 も い る 。 こ の よ う な 児 童 ・ 生 徒 の 多
く は 、 通 常 の 学 級 に 所 属 し て い る 。 2 )  こ う し た 背 景 も あ り 、 近 年 、
日 本 で も 学 び の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化 が 提 唱 さ れ て い る 。 学 び の ユ
ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン と は 、 支 援 ・ 配 慮 が 必 要 な 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 だ け
で な く 、 誰 に で も わ か り や す く 理 解 で き る 授 業 を 工 夫 す る こ と だ 。 つ
ま り 、 ひ と り ひ と り の 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 の ニ ー ズ に 的 確 に 対 応 で き る
授 業 を 進 め て い く こ と が 、 学 び の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化 で あ る 。 3 )  

そ の た め に ニ ー ズ を 発 見 し 、 的 確 に 対 応 す る た め に は 、 各 教 員 が 、 児
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童 ・ 生 徒 ・ 学 生 の 各 々 の 様 子 を 観 察 し 、 時 に は 声 に 耳 を 傾 け 、 工 夫 を
凝 ら し 、 チ ー ム で の 共 有 し て い く こ と も 重 要 で あ る 。 一 方 で 、 今 ま で
ど の よ う な 困 難 が 実 際 に 起 こ り 、 ど の よ う な 対 処 を し て い る か 、 事 例
か ら 学 ぶ こ と も 当 然 大 切 だ 。 た だ 、 数 学 に つ い て の イ ン ク ル ー シ ブ 教
育 や 学 び の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に 関 す る 先 行 研 究 の 多 く は 、「 障 害
児 教 育 に お け る イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 へ の 変 遷 と 課 題 」 4 )  や 「 日 本 の
特 別 支 援 教 育 に お け る イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 現 状 と 今 後 の 課 題 に 関 す
る 文 献 的 考 察  − 現 状 分 析 と 国 際 ⽐ 較 分 析 を 通 し て − 」 5 )  の よ う な 支
援 教 育 の 立 場 か ら 総 論 的 に イ ン ク ル ー シ ブ な 教 育 を 述 べ た も の 、「 盲
児 に お け る 図 形 ・ 空 間 認 知 力 の 育 成 ― 盲 学 校 算 数 科 に お け る 学 習 指 導
の 改 善 ― 」 6 )  や 「 聴 覚 障 害 児 の 算 数 を 理 解 す る 能 力 を 高 め る 指 導 法
の 研 究 ― 聾 学 校 初 学 部 A 児 と の や り 取 り の 工 夫 を 通 し て ― 」 7 )  、 の
よ う な 障 が い ご と に 生 じ た 算 数 ・ 数 学 で の 困 難 に つ い て 特 化 し た も
の 、 ま た 、「 算 数 障 害 の 児 童 へ の 支 援 を 配 慮 し た 教 材 の 開 発 の 留 意
点 」 8 )  「 数 学 授 業 ― イ ン ク ル ー シ ブ デ ザ イ ン ー 」 9 )  、「 中 学 校 算 数 科
ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 授 業 プ ラ ン 30」 1 0 )  の よ う な 算 数 ・ 数 学 に よ
る 困 難 を 払 拭 す る た め の も の が 多 い 。  
 
2 .2  研 究 の 目 的 ・ 対 象  

本 研 究 で は 、 よ り 多 く の 児 童 ・ 生 徒 の 「 個 別 最 適 な 学 び 」 だ け で な
く 、「 協 働 的 な 学 び 」 と し て 算 数 ・ 数 学 の 講 義 、 さ ら に は よ り 多 く の
児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 に ひ ら か れ た 「 協 業 的 な 学 び 」 と し て の 探 究 や 総 合
学 習 の 場 で の 算 数 ・ 数 学 活 用 を 念 頭 に お い た 「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い
学 び 」 へ の 支 援 の 在 り 方 を 検 討 す る た め 、 文 献 を 調 査 ・ 本 学 で の 講 義
を も と に 、 将 来 的 に よ り 多 く の 子 ど も の 学 習 権 を 保 障 で き る 学 校 の 実
現 を 目 指 せ る 人 材 を 養 成 す る 講 義 実 施 の た め の 検 討 を 目 的 と す る 。  
 
3 .研 究 の 方 法  

本 研 究 で は 、 国 際 数 学 ・ 理 科 教 育 動 向 調 査 ( Trends  in  
In te rnat iona l  Mathemat ics  and  Sc ience  Study :以 下 TIMSS )に お け
る 児 童 ・ 生 徒 の 学 力 推 移 ・ 意 欲 ・ 自 信 に つ い て 調 べ 、 関 連 図 書 や
CiNi i 及 び Google  Scho la r の よ う な デ ー タ ベ ー ス を 活 用 し 、 交 通 常
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の 学 級 及 び 支 援 学 校 の 分 類 ご と に 執 筆 さ れ た 算 数 ・ 数 学 の 困 難 事 例 や
そ の 対 策 に 流 及 び 共 同 学 習 に お け る 算 数 の 実 施 率 あ た る 。 ま た 、 多 様
な 人 材 が い る 本 学 で の 授 業 実 践 の 中 で ど の よ う に 支 援 や 配 慮 を 行 っ た
か も 述 べ 、 教 室 内 で の 合 意 の 形 成 の 重 要 性 に つ い て も 考 え る 。 さ ら
に 、 海 外 で の 学 び の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 取 り 組 み や イ ン ク ル ー シ
ブ 教 育 の 現 状 に つ い て も 調 査 し 、 ひ ら か れ た 算 数 ・ 数 学 教 育 に お い
て 、「 個 別 最 適 な 学 び 」 と 「 協 業 的 な 学 び 」 を 両 輪 に し た 「 主 体 的 ・
対 話 的 で 深 い 学 び 」 に つ い て 考 え る 。  
 
4 .結 論  
 
4 .1  日 本 に お け る 算 数 の 現 状 と 課 題  
 
4 .1 .1 日 本 の 児 童 ・ 生 徒 の 算 数 ・ 数 学 の 学 力 と 価 値 観  

TIMSS は 、 国 際 教 育 到 達 度 評 価 学 会 ( The  In te rnat iona l  
Assoc ia t ion  fo r  the  Eva luat ion  o f  Educat iona l  Ach ievement  )が 、 児
童 生 徒 の 算 数 ・ 数 学 、 理 科 の 教 育 到 達 度 を 国 際 的 な 尺 度 に よ っ て 測 定
し 、 児 童 生 徒 の 教 育 上 の 諸 要 因 と の 関 係 を 明 ら か に す る た め 、 1995
年 か ら 4 年 ご と に 実 施 し て い る 調 査 だ 。 TIMSS で は 、 学 習 調 査 だ け
で な く 、 質 問 表 調 査 も 行 わ れ て い る 。 TIMSS の 算 数 学 力 調 査 の 日 本
の 結 果 は 、 表 １ に 示 す よ う に 、 TIMSS1995 が 597 点 で 26 カ 国 中 3
位 、 TIMSS1999 に つ い て は 日 本 で は 算 数 学 力 調 査 実 施 せ ず 、
TIMSS2003 が 565 点 で 25 カ 国 中 3 位 、 TIMSS2007 が 568 点 で 36
カ 国 中 4 位 、 TIMSS2011 が 585 点 で 50 カ 国 中 5 位 、 TIMSS2015 が
593 点 で 49 カ 国 中 5 位 、 TIMSS2019 が 593 点 で 58 カ 国 中 5 位 と ⽐
較 的 高 い 成 績 だ っ た 。 し か し 、 質 問 表 調 査 で は 、 日 本 は 、「 算 数 が 楽
し い 」 と 答 え た 小 学 生 は 改 善 傾 向 に あ る も の の 77％ で 国 際 平 均 の
84％ に は 及 ば ず 、 中 学 生 で も 56％ で 国 際 平 均 の 70％ に 及 ば な か っ
た 。 ま た 、「 算 数 ・ 数 学 が 得 意 だ 」 と 答 え た 日 本 の 小 学 生 で は 日 本 は
65％ と 国 際 平 均 の 69％ に は 及 ば ず 、 日 本 の 中 学 生 で も 40％ と 国 際 平
均 の 47％ に 及 ん で い な か っ た 。 後 ほ ど 、 取 り 上 げ る ア メ リ カ と イ タ
リ ア の 得 点 と 順 位 は 次 の 通 り で あ っ た 。 ア メ リ カ は 、 TIMSS1995 が
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545 点 で 12 位 、 TIMSS2003 が 518 点 で 12 位 、 TIMSS2007 が 529
点 で 11 位 、 TIMSS2011 が 541 点 で 11 位 、 TIMSS2015 が 539 点 で
14 位 、 TIMSS2019 が 535 点 で 15 位 で あ っ た 。 ま た 、 イ タ リ ア は 、
TIMSS1995 は 不 参 加 、 TIMSS2003 が 503 点 で 15 位 、 TIMSS2007 が
507 点 で 参 16 位 、 TIMSS2011 が 508 点 で 24 位 、 TIMSS2015 が 507
点 で 30 位 、 TIMSS2019 が 515 点 で 30 位 で あ っ た 。 1 1 )  

 

表 １ ： 算 数 学 力 調 査 の平 均 点 の上 位 国 ・ 地 域 （ 上 段 ： 国 ・ 地 域 、下 段 ： 平 均

点 ） 1 1 )  

 第 １ 回  
T I M S S 1 9 9 5  

第 ３ 回  
T I M S S 2 0 0 3  

第 ４ 回  
T I M S S 2 0 0 7  

第 ５ 回  
T I M S S 2 0 1 1  

第 ６ 回  
T I M S S 2 0 1 5  

第 7 回  
T I M S S 2 0 1 9  

1  
シ ン ガ ポ ー

ル  
6 2 5  

シ ン ガ ポ ー
ル  

5 9 4  

香 港  
6 0 7  

シ ン ガ ポ ー
ル  

6 0 6  

シ ン ガ ポ ー
ル  

6 1 8  

シ ン ガ ポ ー
ル  

6 2 5  

2  
韓 国  
6 1 1  

香 港  
5 7 5  

シ ン ガ ポ ー
ル  

5 9 9  

韓 国  
6 0 5  

香 港  
6 1 5  

香 港  
6 0 2  

3  
日 本  
5 9 7  

日 本  
5 6 5  

台 湾  
5 7 6  

香 港  
6 0 2  

韓 国  
6 0 8  

韓 国  
6 0 0  

4  
香 港  
5 8 7  

台 湾  
5 6 4  

日 本  
5 6 8  

台 湾  
5 9 1  

台 湾  
5 9 7  

台 湾  
5 9 9  

5  
オ ラ ン ダ  

5 7 7  
ベ ル ギ ー （ フ ラ

マ ン 語 圏 ）  
5 5 1  

カ ザ フ ス タ
ン  

5 4 9  

日 本  
5 8 5  

日 本  
5 9 3  

日 本  
5 9 3  

※ TIMSS1999 の 調 査 に つ い て 、 日 本 は 実 施 し て い な い 。  
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4 .1 .2  通 常 学 級 の 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 の 算 数 ・ 数 学 に お け る 困 難 と そ の
対 策  

芳 沢 (2006)の 「 算 数 ・ 数 学 の つ ま ず き の 分 類 」 で は 、 高 度 す ぎ る も
の と 単 純 ミ ス の よ う な も の を 除 く と 、 小 学 校 で は 、 図 ２ に 示 し た 、 つ
ま ず き の 12 の カ テ ゴ リ ー と 28 の 分 類 を あ げ た 。 1 2 )   

 

表 ２ ： 小 学 校 における算 数 学 習 のつまずき 1 2 )  (小 学 生 のみを抜 粋 ）  

⑴ ０ と １ に 関 す る 特 別 な 取
り 扱 い  

① 全 体 と し て の １  
② ０ の 認 識 と 0 で 割 れ な い こ と  

⑵ 表 現 の 形 は 異 な っ て も 算
数 と し て は  

同 じ も の で あ る こ と の 認
識  

③ 2 : 3 と 4 : 6 の よ う な ⽐  

⑶ 計 算 に お け る お よ そ の 見
当  

④ 割 り 算  
⑤ 概 数 に お け る 答 え の 数 字 の 桁 数  

⑷ 説 明 文 や 問 題 文 の 意 味 の
理 解  

⑥ 低 学 年 向 け の 算 数 文 章 題 で ＋ , − , × , ÷ の ど
れ を つ か う か  
⑦ 高 学 年 向 け の 算 数 文 章 題 で 国 語 的 な 文 の 解
釈 が で き な い  

⑸ 移 動 や 作 用 の 順 番  ⑧ 『 足 し て か ら 掛 け る 』 と 『 掛 け て か ら 足
す 』 の 違 い  

⑹ 移 動 や 作 業 の 逆  ⑨ 引 き 算 や 割 り 算 で は 成 立 し な い 結 合 法 則  
⑺ 具 体 例 の 認 知 器 不 足 の ま ま
学 ぶ 抽 象 概 念  

⑩ 『 イ チ 、 ニ 、 サ ン 、 … 』 と 1 0 0 ま で い え る
こ と と 個 数 の 概 念  
⑪ ⻑ さ の 概 念 を よ う や く 理 解 し た も の が 学 ぶ
面 積 ・ 体 積 の 概 念  

⑻ 公 式 の 適 用 と 式 変 形 の 妥
当 性 の 吟 味  

⑫ × 、 ÷ は ＋ 、 − よ り 優 先  
⑬ カ ッ コ は か た ま り  
⑭ 四 角 形 は 面 積 公 式 に お け る 底 辺 に 対 す る 高
さ の 誤 解  
⑮ 円 の 面 積 公 式 と 円 周 公 式 の 混 乱  
⑯ 小 数 ど う し の 割 り 算 に お け る 余 り の 小 数 点
の 位 置  

⑼ ⽐ に 関 し て ⽐ べ る 対 象 に
あ る 誤 り  

⑰ 割 合 ＝ ⽐ べ ら れ る 量 ÷ も と に す る 量  
⑱ 『 〜 の 〜 に 対 す る 割 合 』 に お け る 元 に す る
量 は ど れ か  
⑲ 食 塩 水 濃 度 の 問 題 に お け る 元 に す る 量  

⑽ 扱 う 対 象 の 拡 張 や 単 位 の
変 更 に  

よ っ て 生 じ る 理 解 面 で の

⑳ 個 数 と し て の 数 字 と 連 続 量 と し て の 数 字  
㉑ 小 数 と 分 数 の 導 入 方 法 の 違 い か ら 起 こ る 混
乱  
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ギ ャ ッ プ  ㉒ 仮 分 数 と 帯 分 数 の 両 方 が 存 在 す る 意 味  
㉓ 分 数 で 割 る と き な ぜ 分 ⺟ ・ 分 子 を 取 り 替 え
て か け る の か  
㉔ □ ＝ △ で も □ ㎝ と △ ㎠ は 違 う  

⑾ 図 形 的 な 実 際 の 体 験 不 足  ㉕ 立 体 の 切 断 面 の 形 が 想 像 で き な い  
㉖ い ろ い ろ な 表 し 方 が あ る 展 開 図  

⑿ 直 観 的 な 説 明 が 優 勢 な 内
容  

㉗ 『 な が し か く 』 と ⻑ 方 形  
㉘ 平 均 は 『 足 し て そ の 個 数 で 割 る 』 も の か
（ 誤 ）  
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4 .1 .3  聴 覚 障 が い の あ る 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 の 算 数 ・ 数 学 及 び コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の 困 難 と そ の 対 策  

中 野 に よ れ ば 、 聴 覚 障 が い の あ る 児 童 は 小 学 校 高 学 年 以 降 の 教 科 学
習 が 困 難 だ 。 一 般 に ,「 9 歳 の 壁 」 や 「 ９ 歳 の 峠 」 と 呼 ば れ 、 小 学 中
学 年 段 階 ま で は 到 達 で き る が 、 そ の 後 、 学 習 の 停 滞 や 伸 び 悩 み が あ
る 。 1 3 )  片 岡 ら (2014)は 、 聴 覚 障 が い の 児 童 の 算 数 の つ ま ず き と し
て 、 表 ３ に 示 す よ う に 、 ⑴ 日 本 語 の 読 み 方 、 ⑵ 日 本 語 の 意 味 、 ⑶ 計 算
記 号 の 意 味 、 ⑷ 絵 や 図 の 読 み 取 り 、 ⑸ 整 数 ・ 小 数 ・ 分 数 の 関 係 、 ⑹ 全
体 と 部 分 、 ⑺ 数 と 量 ,7 つ の カ テ ゴ リ ー と 具 体 例 を あ げ た 。 こ の 結 果
を 受 け て 、 指 導 の 工 夫 と し て 、 片 岡 ら (2014)は 、 (1)日 本 語 の 指 導 、  
(2)言 葉 と 計 算 、 (3)絵 や 図 で 考 え る 、 (4)合 成 と 分 解 、 (5)四 則 計 算 の
関 係 、 (6)既 習 事 項 で 考 え る と い う 6 つ の カ テ ゴ リ ー を あ げ て い る 。
1 4 )  

 
表 3： 聴 覚 障 がいのある児 童 の算 数 学 習 における「 つまずき」 1 4 )   

⑴ 日 本 語 の 読 み 方  ① 数 詞 の 読 み の 困 難  
⑵ 日 本 語 の 意 味  ② 算 数 特 有 の 単 語 や 日 常 生 活 で あ ま り 使 わ な い 単 語 に よ る

困 難  
③ 文 章 題 の 日 本 語 の 意 味 を 理 解 し た う え で 、 示 さ れ た 数 関
係 性 を 考 え る こ と の 困 難  

⑶ 計 算 記 号 の 意 味  ④ 計 算 記 号 導 入 は 具 体 的 な 事 例 た め 、 そ の 具 体 性 が 記 号 の
意 味 を 規 定 し て し ま う  

⑷ 絵 や 図 の 読 み 取
り  

⑤ 文 章 題 の 読 み 取 り か ら の 作 図 と そ の 作 図 意 味 理 解 の 困 難  

⑸ 整 数 ・ 小 数 ・ 分
数 の 関 係  

⑥ 日 本 語 の 理 解 の 不 十 分 と も 関 係 し 、 計 算 結 果 を 具 体 的 な
例 で 、 直 感 的 に 判 断 す る 傾 向 ( か け 算 = 増 え る , わ り 算 = 減 る )
の た め 小 数 や 分 数 の 計 算 の 導 入 時 の 様 々 な 困 難  

⑹ 全 体 と 部 分  ⑦ 全 体 と し て の １  
⑺ 数 と 量  ⑧ 序 数 性 と 基 数 性  

 
し か し 、 伊 東 ら (1999)に よ れ ば 、 聴 覚 障 が い に よ る 困 難 に は 科 目 に

よ る 差 異 が あ り 、 数 学 は 受 け や す い 授 業 と し た 。 1 5 )   下 中 村
（ 2014） に よ れ ば 、 聴 覚 障 が い の あ る 児 童 ・ 生 徒 が 算 数 ・ 数 学 を 受
け や す い の は 、 音 声 に よ る 情 報 入 手 が 十 分 で な い 児 童 ・ 生 徒 に と っ て
も 、 板 書 や 数 式 を 用 い た 操 作 を 通 し て の 理 解 が 、 他 の 教 科 と ⽐ べ れ ば
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⽐ 較 的 無 難 だ か ら だ 。 1 6 )  し か し 、 佐 渡 ら (2005)に よ れ ば 、 5 年 間 に
わ た る 聾 学 校 の 聴 覚 障 が い の あ る 児 童 に 対 す る CRT 学 力 調 査 の 結
果 、 算 数 の 文 章 題 の 学 年 別 到 達 度 が 小 学 1 年 次 は 70％ だ が 、 学 年 が
上 が る に つ れ 低 下 し 、 小 学 5 年 次 に は 20％ と な っ た 。 ま た 、 実 年 齢
対 応 学 年 で 検 査 が 実 施 で き た 割 合 も 学 年 が あ が る と 低 下 す る 傾 向 が み
ら れ 、 実 年 齢 学 年 で の 理 解 と い う 面 で 苦 戦 し て い る こ と 、 学 年 に お け
る 内 容 を 理 解 し な い ま ま 次 の 学 年 で の 学 習 に 入 っ て し ま っ て い る 点 を
指 摘 し て い た 。 1 7 )   

聴 覚 障 が い の あ る 児 童 が 抱 え る 算 数 の 困 難 と し て は 、 文 章 題 に 関 す
る も の が 特 に 多 く 研 究 さ れ て い た 。 例 え ば 、 藤 野 （ 2002） は 、 文 章
題 表 象 形 成 に 関 し て 次 の 3 点 が 有 効 で あ る と い っ た 。 ① 言 葉 の 意 味
を 理 解 で き る こ と を 重 視 し た 段 階 に お い て は や り 取 り の 工 夫 を 行 う こ
と が 有 効 で あ る こ と 、 ② 文 章 題 の 指 導 に お い て は 、 特 に 文 章 で 問 わ れ
て い る 事 柄 の 関 係 を 理 解 さ せ る こ と に 着 目 し 、 １ つ １ つ の 文 章 の 場 面
や 数 量 の 関 係 な ど に 重 点 を 置 き 、 文 章 題 の 内 容 に 応 じ て 、 や り 取 り に
教 材 ・ 教 具 を 工 夫 し て 活 用 す る こ と が 有 効 で あ る こ と 、 ③ 算 数 文 章 題
の 学 習 に 意 欲 的 に 取 り 組 ま せ る た め に は 、 特 に 言 葉 掛 け の 仕 方 や コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手 段 の 活 用 を 工 夫 す る こ と が 有 効 で あ る こ と だ 。 7 )  
ま た 、 片 岡 (2022)は 、 一 見 問 題 な く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き て い る
よ う な 軽 度 ・ 中 等 度 の 聴 覚 障 が い の 児 童 で も 、 学 校 で 、 情 報 バ リ ア フ
リ ー の 状 況 が 提 供 さ れ て い る と は 言 い 難 く 、 聴 覚 状 況 の 理 解 と 情 報 バ
リ ア へ の 対 策 、 有 し て い る 課 題 の 把 握 と そ れ に 対 す る 支 援 ・ 合 理 的 配
慮 を 上 げ て い た 。 さ ら に 、 言 語 聴 覚 士 や 聴 覚 支 援 学 校 等 に よ る 専 門 的
検 査 や 指 導 を 併 用 で き る よ う 、 連 携 し た 支 援 体 制 の 構 築 、 情 報 の 共 有
も 上 げ て い た 。 1 8 )   
 
4 .1 .4  視 覚 障 が い の あ る 児 童 ・ 生 徒 の 算 数 ・ 数 学 に お け る 困 難 と そ の
対 策  

「 す べ て の 視 覚 障 害 児 の 学 び を 支 え る 視 覚 障 碍 教 育 の 在 り 方 に 関 す
る 提 言 」（ 文 部 科 学 省 ， 2010） に よ れ ば 「 す べ て の 視 覚 障 害 児 の 学 び
を 支 え る 視 覚 障 碍 教 育 の 在 り 方 に 関 す る 提 言 」（ 文 部 科 学 省 ， 2010）
に よ れ ば 、 視 覚 障 が い の あ る 児 童 は ， 授 業 場 面 で ， ⿊ 板 や 映 像 教 材 に
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よ る 視 覚 的 な 伝 達 手 段 を 使 う こ と が で き ず 、 音 声 を 中 心 に し て ， 授 業
内 容 を 理 解 す る 。 し か し ， 音 声 は ， 刻 一 刻 消 え て い く た め ， そ れ を 正
確 に 聞 き 取 る た め に は ， 集 中 力 の 持 続 と ， 論 理 的 な 聞 き 取 り に よ っ て
頭 の 中 に 全 体 像 を 構 築 す る 技 術 を 身 に 付 け る 必 要 が あ る 。 1 9 )  こ う し
た 共 通 の 課 題 は あ る に せ よ 、 視 覚 障 が い の あ る 児 童 ・ 生 徒 の 算 数 ・ 数
学 に つ い て 論 ず る 場 合 、 ま ず は 、 早 期 全 盲 と そ れ 以 外 を 分 け て 考 え る
こ と は 重 要 で あ る 。 な ぜ な ら 、 人 間 の 認 知 発 達 に 重 要 な 貢 献 を し て い
る の は 、 視 覚 的 情 報 で あ り 、 目 か ら 得 ら れ る 情 報 は 全 情 報 量 の 80%
を 越 す と 言 わ れ て い る か ら だ 。 人 間 の 行 動 に と っ て 重 要 な 視 覚 が 、 生
来 か 、 早 期 に お い て 欠 損 す る と 、 環 境 に 対 す る 認 知 行 動 は 著 し く 制 限
さ れ る か ら だ 。 6 )   

ま ず 、 早 期 全 盲 の 場 合 に つ い て あ げ る と 、 笹 田 ら (1992)は 、 環 境 に
対 す る 認 知 行 動 の 制 限 に よ り 以 下 の 問 題 が 生 じ る こ と を 指 摘 し た 。 ①
周 囲 の 様 子 が わ か ら な い 、 ② 視 覚 的 模 倣 が で き な い 、 ③ 視 覚 的 刺 激 に
対 す る 反 応 が 起 ら な い 、 ④ 具 体 的 事 物 で 知 ら な い も の が 多 い 、 と い う
4 点 だ っ た 。 5 ) こ の た め 、 盲 学 校 の 算 数 の カ リ キ ュ ラ ム の 最 初 に は 指
た ど り お よ び 触 察 が あ る 。 さ ら に 、 笹 田 ら （ 1992） は 、 こ う し た 障
が い の あ る 児 童 の 算 数 の 理 解 で 、 特 に 困 難 を し め す 図 形 ・ 空 間 概 念 の
形 成 は 、 通 常 の 学 級 で 理 想 と さ れ る ① 場 面 → ③ 操 作 的 行 動 → ④ 記 号 操
作 → ⑤ 理 解 と い う 方 法 で な く 、 理 解 た め の 「 概 念 行 動 」 が 不 可 欠 な こ
と を 上 げ て い た 。 こ の 概 念 行 動 と は 、 た と え ば 、「 三 角 形 」 を 指 導 す
る 場 合 、 三 角 形 の 形 を 有 す る 立 体 (具 体 物 )か ら 平 面 を 取 り 出 し 、 平 面
図 形 か ら 輪 郭 線 と し て の 線 図 形 を そ し て 、 線 図 形 か ら 点 を 抽 象 し て い
く 過 程 を 細 か く た ど り 、 概 念 形 成 へ と 導 く も の で あ る 。 こ れ を 含 ん
で 、 笹 田 ら （ 1992） は 、 重 度 の 視 覚 障 が い が あ る 児 童 へ の 算 数 学 習
活 動 の 順 は 、 ① 場 面 → ② 概 念 行 動 → ③ 操 作 的 行 動 → ④ 記 号 操 作 → ⑤ 理
解 、 で 示 さ れ る よ う な 展 開 し て い く べ き だ と 主 張 し た 。 6 )   

次 に 、 弱 視 の 児 童 に つ い て だ 。 大 内 （ 2009） に よ る と 、 弱 視 の 児
童 ・ 生 徒 の 計 算 学 習 上 の 困 難 は 、 ① 書 字 に 時 間 が か か る こ と 、 ② 書 い
た 数 字 の 読 み 取 り づ ら さ や 桁 の ず れ 、 ③ 計 算 過 程 を 全 て 書 く と 内 容 の
確 認 が 困 難 に な り 効 率 が 下 が る 、 3 点 を あ げ た 。 2 0 )  ま た 、 弱 視 の 児
童 は 可 視 領 域 の 狭 小 さ の た め 情 報 量 が 制 限 さ れ 分 数 の 計 算 に 及 ぼ す 影
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響 が あ る が 、 鈴 木 ら （ 2011） は 実 験 を 行 い 、 情 報 量 の 制 限 が 分 数 の
計 算 時 間 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 を 報 告 し て い た 。 2 1 )   

こ れ ら を 勘 案 す る と 、 聴 覚 障 が い の 児 童 以 上 に 、 視 覚 障 が い の 児 童
の 指 導 は 特 殊 性 を 帯 び て い る よ う に も 思 わ れ る 。 し か し 、 佐 藤 ら
(2021)は 、 視 覚 的 困 難 性 を 示 す 学 習 障 が い 児 や 学 業 不 振 児 に 対 す る 多
感 覚 な ア プ ロ ー チ に つ い て も 、 視 覚 障 が い 児 に 行 っ て い る 触 覚 の 特 性
を 理 解 し た 指 導 が 行 わ れ る べ き だ と 述 べ て い た 。 な ぜ な ら 、 早 期 全 盲
児 の 算 数 ・ 数 学 的 能 力 を さ ら に 伸 ⻑ さ せ る 方 法 と し て 、 ① 触 覚 的 体 験
を 言 葉 に 変 換 す る 行 為 の 意 義 と 、 ② 正 眼 児 の 視 覚 的 ワ ー キ ン グ メ モ リ
に あ た る 、 触 覚 情 報 を 言 葉 を 介 し た 思 考 に つ な げ る 技 能 に 関 す る 触 覚
固 有 の ワ ー キ ン グ メ モ リ の 重 要 性 を 上 げ て い た か ら だ 。 2 2 )   
 
4 .1 .5  算 数 障 が い の あ る 児 童 ・ 生 徒 の 算 数 ・ 数 学 に お け る 困 難 と そ の
対 策  

算 数 の 障 が い は ， DSM-5 に お い て は 、 限 局 性 学 習 症 の 中 で も 「 算
数 の 障 が い を 伴 う 」 も の だ 。 2 3 )  国 際 疾 病 分 類 （ ICD-10） で は ， 心 理
的 発 達 の 障 が い の う ち ， 学 習 能 力 の 特 異 的 発 達 障 が い に お い て 分 類 さ
れ た  「 算 数 能 力 の 特 異 的 発 達 障 が い 」 に 評 さ れ る 。 2 4 )  知 的 能 力 の
低 下 は み ら れ ず 、 且 つ 、 家 庭 や 学 校 で の 学 習 環 境 の 問 題 や 本 人 の 怠 惰
さ に よ る も の で も な く 、 数 の 感 覚 /数 概 念 、 数 学 的 事 実 の 記 憶 、 計 算
の 不 正 確 さ ま た は 流 暢 性 、 数 学 的 推 理 の 正 確 さ 、 数 処 理 な ど の 「 算
数 」 の 学 習 領 域 に お け る 習 得 の 困 難 さ が あ り 、 当 該 学 年 相 当 や 全 般 的
知 能 か ら 想 定 さ れ る 能 力 よ り も 著 し く 低 下 し て い る た め に ， 学 業 や 日
常 生 活 に 著 し い 困 難 が あ る 。 熊 谷 に よ れ ば 、 文 部 科 学 省 （ 2022） の
「 通 常 の 学 級 に 在 籍 す る 特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 と す る 児 童 生 徒 に 関
す る 実 態 調 査 」 に よ れ ば ，「 計 算 す る 」 又 は 「 推 論 す る 」 に 著 し い 困
難 を 示 す 児 童 生 徒 ， す な わ ち 算 数 障 が い の 疑 わ れ る 児 童 生 徒 が 2.9％
存 在 す る と 推 定 さ れ て い た 。 2 5 )  ま た 、 熊 谷 (2013)に よ れ ば 、 算 数 障
が い で あ る こ と を 判 断 す る 基 準 と し て 、「 数 処 理 」「 数 概 念 」「 計 算 」
「 数 的 推 論 」 の 分 類 が あ り 2 6 )  、 現 在 行 わ れ て い る 研 究 の 多 く が 、 児
童 ・ 生 徒 に 合 わ せ た 個 別 の も の で あ っ た 。  
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表 4： 算 数 障 がいのある児 童 の算 数 学 習 における「 つまずき」 2 6 )   

① 数 処 理  数 詞 、  数 字 、  具 体 物 の 対 応 関 係 に 関 す る 困 難  
② 数 概 念  序 数 性 と 基 数 性 の 困 難  
③ 計 算  暗 算 と 筆 算 の 困 難  
④ 数 的 推 論  文 章 題 の 困 難  

 
さ ら に 、 中 村 （ 2011） に よ れ ば 、 算 数 障 が い の 児 童 は 、 努 力 不 足

や 怠 け な ど に 取 ら れ る だ け で な く 、 問 題 行 動 が な け れ ば 、 学 校 で は 気
づ か れ な い ま ま 放 置 さ れ て い る 場 合 も 多 く 、 算 数 障 が い に 配 慮 し 、 ①
補 償 教 育 的 ア プ ロ ー チ 、 ② 認 知 特 性 の 把 握 、 ③ 解 法 へ の 固 執 性 へ の 配
慮 な ど の 留 意 点 を 加 味 し た 教 材 を 全 て の 児 童 に 対 し て 使 う こ と が 重 要
だ と 主 張 し て い た 。 1 4 ) 加 え て 、 今 井 ら (2011)は 、 中 学 校 で 、 計 算 能
力 調 査 を 用 い て 、 正 答 率 が 半 分 に 満 た な か っ た 生 徒 の 中 で 、 特 に 特 別
な 支 援 が 必 要 と 思 わ れ る 生 徒 を 洗 い 出 し て 支 援 へ と つ な ご う と し て い
た 。 2 7 )   
 
4 .1 .6  様 々 な 障 が い を 持 つ 児 童 ・ 生 徒 が 集 ま る 教 室 で の 取 り 組 み  

大 阪 市 立 大 空 小 学 校 は 、「 す べ て の 子 ど も の 学 習 権 を 保 障 す る 」 こ
と を 理 念 に 掲 げ 、 特 別 支 援 学 級 を 作 ら ず 、 身 体 障 が い の あ る 児 童 も 発
達 障 が い の あ る 児 童 も 皆 と 同 じ 教 室 で と も に 学 び 合 う 教 育 体 制 を 敷 い
て い る 。 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 理 想 の 姿 と い う 見 方 を す る 人 も い た
が 、 一 方 で 、 特 別 支 援 を 必 要 と す る 児 童 が 同 じ 教 室 に い れ ば 、 他 の 児
童 の 学 力 が 付 か な い の で は な い か と い う 批 判 も あ っ た 。 ま た 、 校 ⻑ の
代 替 わ り 時 期 は 、 児 童 も 混 乱 し た も の が い た よ う で 、 特 別 支 援 の 先 生
は 言 葉 で は チ ー ム と い う が 、 担 当 の 子 の み を 見 て い る と 指 摘 し た も の
も い た 。 こ う し た 問 題 に 対 し 、 職 員 は 、 前 校 ⻑ に 相 談 し な が ら 、 大 空
小 学 校 の 特 色 を 維 持 で き る よ う 工 夫 ・ 努 力 し て い た 。 2 8 )  こ の 小 学 校
で は 、 算 数 に 限 ら ず 、 児 童 の 主 体 性 に あ わ せ て 学 び を 進 め 、 試 行 錯 誤
の 中 で 新 し い 発 見 を し た ら 、 そ の 喜 び や 感 動 を 共 有 す る 教 育 が 行 わ れ
て お り 、 こ の よ う な 手 法 を 使 う こ と で 、 学 び の 核 に 発 達 障 が い の 児 童
を 据 え る こ と も で き る と 前 校 ⻑ の 木 村 は 述 べ て い た 。 2 9 )   

 
4 .1 .7  交 流 及 び 共 同 学 習 に お け る 「 算 数 」 の 実 施 率 及 び そ の 決 定 主 体  
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国 立 特 別 支 援 教 育 総 合 研 究 所 の 交 流 及 び 共 同 学 習 の 推 進 に 関 す る 研
究 (2018)に よ れ ば 、 2016 年 調 査 で は 、「 交 流 及 び 共 同 学 習 」 の 学 校 間
交 流 の 支 援 学 級 及 び 支 援 学 校 に お け る 教 科 ・ 領 域 は 、「 特 別 活 動 」 が
532、「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 が 465、「 各 教 科 」 が 338、「 生 活 単 元 学
習 」 323 で あ っ た 。 こ の 「 各 教 科 」 に お け る 内 訳 で は 、「 体 育 ・ 保 健
体 育 」 が 182、「 音 楽 」 が 172、「 図 画 工 作 ・ 美 術 」 が 93 で 多 く 、「 算
数 ・ 数 学 」 は 42 と 少 な か っ た 。 教 科 別 区 分 で み る と 全 科 目 分 類 が 13
あ る う ち 「 算 数 ・ 数 学 」 は 9 位 だ っ た 。 ま た 、「 交 流 及 び 共 同 学 習 」
の 学 校 間 交 流 の 相 手 校 に お け る 教 科 ・ 領 域 は 、「 総 合 的 な 学 習 の 時
間 」 が 506、「 特 別 活 動 」 が 407、「 各 教 科 」 が 324 で あ っ た 。 こ の
「 各 教 科 」 に お け る 内 訳 で は 、「 体 育 ・ 保 健 体 育 」 が 139「 音 楽 」 が
118、「 生 活 科 」 が 105 で 多 く 、「 算 数 ・ 数 学 」 は 38 と 少 な か っ た 。
教 科 別 区 分 で み る と 全 科 目 分 類 が 13 あ る う ち 「 算 数 ・ 数 学 」 は 12
位 だ っ た 。 3 0 )  細 谷 （ 2020） に よ る と 、 北 海 道 の 小 学 校 知 的 障 が い 特
別 支 援 学 級 に つ い て 同 様 の 調 査 を す る と 、 交 流 及 び 共 同 学 習 で の 算 数
の 実 施 率 は 、 音 楽 や 体 育 と ⽐ べ て 格 段 に 低 く 、 13％ で あ っ た 。 ま
た 、 教 科 交 流 の 実 施 に お い て ， 一 定 の 割 合 で 交 流 を 喜 ん で 実 施 し て い
な い 児 童 の 存 在 が 認 め ら れ ， 児 童 が 教 科 交 流 の 決 定 に 関 与 し て い な い
場 合 に そ の 傾 向 が 高 か っ た 。 3 1 )  
 
4 .1 .8  本 学 で の 取 り 組 み  
本 学 は 、 障 が い を 持 つ 学 生 を 積 極 的 に 受 け 入 れ て お り 、 様 々 な 背 景 を
持 っ た 学 生 も 私 の 授 業 に 参 加 し て い る 。 一 般 教 養 の 数 学 の 授 業 で は 、
文 系 の 大 学 で あ る こ と を 加 味 し て も 数 学 の 学 習 歴 に 差 異 が 大 き い た
め 、 大 学 で 一 般 的 に 扱 う 数 学 か ら 講 義 を 開 始 せ ず 、 身 の 回 り に あ る 自
然 現 象 や 社 会 時 事 を と り あ げ 、 そ こ で 活 用 さ れ て い る 数 学 に つ い て 、
実 験 や 話 合 い な ど の 手 法 を 用 い て 自 ら 考 え 試 行 錯 誤 で き る 仕 掛 け を し
て い る 。 受 講 し た 学 生 の 中 に は 、 障 が い を 持 つ 学 生 も い た が 、 ノ ー ト
テ イ カ ー の 活 用 だ け で な く 、 字 幕 表 示 や 事 前 の ハ ン ド ア ウ ト の 配 布 な
ど 、 該 当 の 学 生 と 相 談 し な が ら 、 合 理 的 配 慮 を お こ な っ た 。  

合 理 的 配 慮 を お こ な う 上 で 重 要 な 点 の １ つ は 、 合 意 の 形 成 で あ る 当
然 の こ と で あ る が 、 当 該 学 生 と の 話 し 合 い に よ る 合 意 も さ る こ と な が
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ら 、 他 の 学 生 へ の 配 慮 も 重 要 だ 。 吉 原 ら (2016)は 、 発 達 障 が い で あ る
こ と を 自 覚 し て の 相 談 例 は 少 な く ， メ ン タ ル ヘ ル ス 問 題 等 を 主 訴 と
し ， 背 景 に 障 が い が 見 つ か る 例 も 多 い と 主 張 し て い る 。 3 2 )  こ う し た
一 見 目 に 見 え な い 障 が い へ 配 慮 す る 場 合 で も 、 教 育 機 関 と し て す べ て
の 学 生 が 質 の 高 い 教 育 を 受 け る こ と が で き る よ う 、 引 き 続 き 必 要 な 調
整 を 行 う 必 要 が あ る 。 た だ 、 大 学 の 場 合 は 、 こ の よ う に 自 ら 何 か し ら
の 不 調 を 感 じ て ア ク セ ス で き る 方 法 も あ る が 、 こ れ が 児 童 ・ 生 徒 の 場
合 、 状 況 を 客 観 的 に 見 て 、 教 員 ・ 保 護 者 ・ 学 校 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー ・
医 療 関 係 者 が 連 携 し て 対 応 す る こ と が 重 要 だ ろ う 。  
 
4 .2  海 外 に お け る イ ン ク ル ー シ ブ の 現 状 ・ 課 題 と 算 数 教 育  
 
4 .2 .1  ア メ リ カ  
4.2 .1 .1 個 別 障 が い 者 教 育 法 (Ind iv idua ls  w i th  D isab i l i t ies  Educat ion  
Act )  
ア メ リ カ で は 1964 年 に 公 ⺠ 権 法 (Civ i l  R ights  Act )が 制 定 さ れ 、 差 別
の 禁 止 と い う 社 会 的 気 運 の 中 で 、 1975 年 に は 、 全 障 が い 児 教 育 法
(Educat ion  for  A l l  Hand icapped Ch i ld ren  Act )が 連 邦 法 と し て 制 定 さ
れ た 。 そ の 後 、 幾 つ か の 修 正 を 加 え 、 1990 年 に は 新 し い 名 称 で あ る
個 別 障 が い 者 教 育 法 (Ind iv idua ls  w i th  D isab i l i t i es  Educat ion  Act :以
下 IDEA)と な り 、 2004 年 に は 、 特 異 な 学 習 障 が い の 児 童 生 徒 を 認 定
す る 方 法 に お い て 重 大  な 変 化 を 導 く 条 項 が 含 ま れ た 改 訂 版 が 議 会 を
通 過 し た 。  
 
4 .2 .1 .2  個 別 学 習 計 画 （ Indiv idua l i zed  Educat ion  Program）  
IDEA は 、 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 が ほ か の 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 と 同 一 の カ リ
キ ュ ラ ム に 参 加 し 学 力 向 上 で き る よ う に 特 別 に 考 案 さ れ た 指 導 法 で あ
る 個 別 学 習 計 画 （ Indiv idua l i zed  Educat ion  Program： 以 下 IEP） の
開 発 を 義 務 付 け た 。 IEP は 、 学 校 側 が 提 供 す る 教 育 内 容 を 記 し た 一 種
の 契 約 書 で 法 的 拘 束 力 が あ り 、 作 成 に 関 与 す る 専 門 家 が 教 師 以 外 の 専
門 職 に ま で 拡 張 さ れ て い る 。 IEP に 記 載 さ れ る ア メ リ カ の 合 理 的 配 慮
に は 、 大 き く 分 け て 、 ア コ モ デ ー シ ョ ン (accommodat ion)と モ デ ィ フ
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ィ ケ ー シ ョ ン (modi f ica t ion)が あ る 。 バ ー ン ズ ⻲ ⼭ (2021)に よ れ ば 、
ア コ モ デ ー シ ョ ン は 、 座 席 の 変 更 や 、 聴 覚 や 視 覚 な ど 刺 激 を 軽 減 す る
た め の 工 夫 、 コ ン ピ ュ ー タ ー の 使 用 な ど の 通 常 の こ と を 学 ぶ の に 必 要
な 調 整 や 変 更 を 指 す 。 一 方 、 モ デ ィ フ ィ ケ ー シ ョ ン は 、 ア セ ス メ ン ト
に も と づ く 特 別 支 援 教 育 を 受 け る 資 格 の あ る 子 の み が 対 象 で 、 テ ス ト
の 難 易 度 や 問 題 数 の 配 慮 な ど の 評 価 基 準 自 体 の 変 更 な ど を 指 す 。 3 3 )   

 
4 .2 .1 .3  学 び の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン (Universa l  Des ign  for  
Learn ing)  
ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン は 、 1985 年 に Ronald  L .  Mace に よ っ て 提 唱
さ れ た 、 年 齢 や 障 が い の 有 無 な ど に か か わ ら ず で き る だ け 多 く の 人 が
利 用 可 能 で あ る よ う に デ ザ イ ン を す る こ と だ 。 こ の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ
イ ン を 基 に し て Rose & Meyer（ 2002） が 提 唱 し た の が 、 学 び の ユ ニ
バ ー サ ル デ ザ イ ン （ Universa l  Des ign  for  Learn ing :以 下 UDL） で 、
こ れ は 学 修 者 の 多 様 性 に 対 応 し た 教 育 の 枠 組 み を ま と め た も の で あ
る 。 3 4 )   
 
4 .2 .1 .4  UDL 授 業 の 事 例  

ア メ リ カ で は 、 UDL の ナ シ ョ ナ ル セ ン タ ー で あ る Nat iona l  Center  
on  Un iversa l  Des ign  for  Learn ing を 設 置 し 、 広 く UDL の 普 及 を 進
め て い る 。 こ の セ ン タ ー が 提 供 す る ガ イ ド ラ イ ン と な る 動 画 サ イ ト で
は 、 2010 年 に 、 日 本 の 小 学 1 年 生 の 算 数 に あ た る 授 業 と 評 価 員 よ る
UDL の 視 点 で の 要 点 解 説 の 動 画 が 公 開 し た 。 こ の 動 画 の 中 で は 、 教
室 に は 、 授 業 を 主 導 す る 教 員 と TA が 配 置 さ れ 、 11 の 異 な る 言 語 を
話 す 児 童 が 30 名 で あ っ た 。 ま ず 、 着 目 し た い の が 、 生 徒 に 配 布 し た
プ リ ン ト と 同 じ 画 像 を ホ ワ イ ト ボ ー ド に 写 し 、 授 業 の 流 れ を 説 明 し た
点 だ 。 評 価 員 は 、 こ の 授 業 の 見 通 し を 示 す こ と が 、 困 難 を 抱 え る 児 童
に と っ て よ い も の で あ る と 評 価 し た 。 次 に 、 キ ュ ー ブ と い う 具 体 物 を
使 っ て 何 を し て ほ し い の か ま ず 教 員 が モ デ ル を し め し て い た 。 評 価 員
は 、 モ デ ル を 示 す こ と で 、 何 を す べ き か 明 確 に 児 童 が 理 解 し て い た こ
と を 評 価 し て い た 。 そ の 後 、 数 名 ず つ の グ ル ー プ に わ か れ た 児 童 で 、
キ ュ ー ブ の 数 を 10 の 束 と 残 り に わ け さ せ て い た 。 評 価 員 は 、 こ う し
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た 具 体 物 や ICT の 使 用 で 言 葉 を 障 壁 と せ ず 、 目 標 と す る 十 の 位 と 一
の 位 の 概 念 に 到 達 さ せ る こ と が で き て い る こ と 、 実 際 の 世 界 と 概 念 の
世 界 を と の 関 係 を 理 解 す る た め に 、 具 体 物 で 操 作 を 行 い つ つ 、 数 学 の
用 語 を 使 用 し て ２ つ を 結 び つ け た こ と を 高 く 評 価 し て い た 。 ま た 、 こ
の ク ラ ス に は 、 こ う し た グ ル ー プ 学 習 を し て い る 児 童 ら も い れ ば 、 パ
ソ コ ン で 個 人 学 習 を す る 児 童 、 2 桁 の 数 が か か れ た カ ー ド で 数 合 わ せ
を す る 児 童 ら 、 ICT 技 術 を 使 い ホ ワ イ ト ボ ー ド 上 に う つ さ れ た 教 材 の
キ ュ ー ブ を 動 か し て 学 ぶ 児 童 ら も お り 、 同 じ 単 元 だ が 、 様 々 な 手 法 を
用 い て 、 異 な る レ ベ ル 学 習 を 提 供 し つ つ 、 学 び の 自 由 度 を 上 げ 、 児 童
の 主 体 性 を 引 き 出 す 工 夫 を し て い た 。 さ ら に 、 授 業 の 終 わ り に は 、 再
び 集 団 に 入 れ る 児 童 を 集 め 、 授 業 の ふ り か え り を 児 童 に 刺 せ て い た 点
も 評 価 員 は 学 習 の 共 有 化 と し て 評 価 し て い た 。 3 5 )   
 
4 .2 .1 .5  STEAM 教 育  
こ う し た UDL や 合 理 的 配 慮 を 用 い た 教 育 手 法 を 提 供 す る 一 方 で 、 ア
メ リ カ は 国 際 競 争 力 を あ げ る た め に 、 1990 年 代 に は 科 学 技 術 人 材 の
育 成 を 目 的 と し た 教 育 政 策 と し て 算 数 ・ 数 学 の み に 着 目 す る の で は な
く 、 STEM 教 育 を 推 進 し た 。 STEM は 、 Science（ 科 学 ）、
Techno logy（ 技 術 ）、 Engineer ing（ 工 学 ）、 Mathemat ics（ 数 学 ） の
頭 文 字 を と っ た も の だ 。 後 に 、 こ れ に 、 Arts（ 芸 術 ・ 教 養 ） を 加 え 、
STEAM と し 、 5 つ の 領 域 の 知 識 ・ 技 術 を 関 連 づ け て 学 び 、 情 報 科 学
や テ ク ノ ロ ジ ー の 進 化 に と も な う 社 会 の 課 題 を 解 決 で き る 人 材 の 育 成
を 目 指 し て い る 。 2009 年 に は 、 オ バ マ 大 統 領 が そ の 重 要 性 を 演 説 で
強 調 し た 。 さ ら に 、 ア メ リ カ ・ マ サ チ ュ ー セ ッ ツ で は 、 STEAM 
in i t ia t i ve と い う よ り 多 く の 人 が STEAM 教 育 を 受 け ら れ る よ う 取 り
組 み を 行 っ て い る 。  
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4 .2 .2  イ タ リ ア  
 
4 .2 .2 .1  イ タ リ ア の フ ル イ ン ク ル ー シ ブ 教 育  

イ タ リ ア で は 、 1970 年 代 末 に 障 が い の あ る 児 童 の 分 離 教 育 の 廃 止
を 発 表 し 、 誰 も が 地 域 の 学 校 に 通 学 す る よ う 教 育 の 仕 組 み を 変 え た 。
そ れ 以 降 、 イ タ リ ア は 、 フ ル ・ イ ン ク ル ー ジ ョ ン 体 制 を 目 指 し て 努 力
を し て い る 。 2009 年 の 共 和 国 大 統 領 令 で は 、 地 域 の 小 学 校 は 、 １ ク
ラ ス は 最 小 15 人 、 最 大 26 人 、 支 援 が 必 要 な 障 が い の あ る 生 徒 が い
る 場 合 は 最 大 20 人 (状 況 に よ っ て は 下 限 ・ 上 限 に 10%の 増 減 可 )と
し 、 主 に 教 科 を 教 え る 教 員 だ け で な く 、 障 が い の あ る 児 童 ・ 生 徒 を 支
援 す る た め の 養 成 学 校 を 経 た 支 援 教 師 (Insegnante  d i  Sostegno)が 配
置 さ れ 、 さ ら に 児 童 ・ 生 徒 の 障 が い が 重 度 の 場 合 は 、 学 校 で の 生 活 の
支 援 を す る 支 援 員 (ass is tente)も 配 置 さ れ る 。 3 6 )   
 
4 .2 .2 .2  イ タ リ ア の 算 数 教 育  

大 内 に よ る と 、 彼 が 20 年 前 に 見 学 を し た フ ァ エ ン ツ ァ や ボ ロ ー ニ
ャ の 学 校 で は 、 す べ て の 講 義 を す べ て の 児 童 に 同 じ よ う に 実 施 し て い
た の で は な か っ た と い う 。 例 え ば 、 算 数 で は 教 具 を 使 っ た 導 入 を ク ラ
ス 全 体 で 行 い 、 そ の 後 小 集 団 に 分 か れ て 、 各 々 の 学 習 に 取 り 組 ん で い
た 。 特 筆 す べ き は 、 支 援 を 必 要 と す る 児 童 が 行 っ て い る 学 習 を 、 支 援
を 必 要 と し な い 生 徒 が 興 味 を 持 っ て 眺 め に 来 る こ と は あ っ て も 、 各 々
の 学 習 を 尊 重 で き て い た と い う こ と だ 。 3 7 )   

 
4 .2 .2 .3 イ タ リ ア の 逆 統 合  

大 内 に よ れ ば 、 イ タ リ ア の 盲 学 校 や 聾 学 校 で は 、 い わ ゆ る 「 逆 統
合 」 と い わ れ る 、 障 が い を も た な い 児 童 ・ 生 徒 の 受 け 入 れ も 行 わ れ て
い た 。 こ う し た 聾 学 校 の １ つ で は 、 第 二 外 国 語 に イ タ リ ア 語 の 手 話 を
入 れ 、 生 徒 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 高 め る 工 夫 を し て い た 。 こ の よ
う イ タ リ ア で は 、 障 が い の あ る 児 童 ・ 生 徒 も 地 域 の 学 校 で 学 ぶ フ ル ・
イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 体 制 が 99％ で 行 わ れ て い る 。 3 7 )   
 
4 .2 .2 .4 イ タ リ ア の 特 別 な 学 校  
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し か し 、 フ ル イ ン ク ル ー シ ブ に む け て 舵 を き る イ タ リ ア で も 、 特 別
な 学 校 （ Scuola  Spec ia le： 日 本 の 特 別 支 援 学 校 に 相 当 ） と し て 、 視
覚 障 が い ・ 聴 覚 障 が い ・ 重 度 障 が い な ど に 対 応 し た 学 校 ご く 一 部 残 さ
れ て い る 。 な ぜ な ら 、 重 度 の 障 が い を も ち 、 特 別 な 支 援 を 望 む 児 童 ・
生 徒 が 少 な か ら ず 存 在 す る か ら だ 。 3 7 )   

 
5 .考 察  
5 .1 .目 指 す べ き 算 数 教 育 に つ い て  
 算 数 概 論 の 講 義 を 通 じ て 、 小 学 校 の 算 数 の 内 容 と 学 習 の 特 徴 に 加 え
て 、 取 り 扱 う 領 域 ご と に 、 障 が い の あ る な し に 関 わ ら ず 児 童 が 困 難 を
抱 え る 事 例 も 示 し 、「 個 別 最 適 な 学 び 」 と 「 協 働 的 な 学 び 」 に つ い て
検 討 し 、 教 室 で の 模 擬 授 業 で 試 行 錯 誤 し て い き た い 。 特 に 、 本 研 究 か
ら わ か っ た 障 が い の 有 無 に か か わ ら ず 問 題 が 生 じ て い る 「 序 数 性 と 基
数 性 」 や 「 文 章 題 」、「 全 体 と し て の １ 」 な ど は 学 び の ユ ニ バ ー サ ル デ
ザ イ ン を 考 え る べ き 喫 緊 の 分 野 で あ ろ う 。  

さ ら に 、 児 童 の 主 体 性 を 引 き 出 す 学 び を 、 身 近 な 自 然 現 象 や 社 会 時
事 を 使 っ て 進 め 、 算 数 だ け で な く STEAM 教 育 の よ う な 科 目 横 断 的 な
視 点 で 、 よ り 多 く の 児 童 が 試 行 錯 誤 の 中 で 新 し い 発 見 を で き る 仕 組 み
を 構 築 し た い 。 そ の 喜 び や 感 動 を 共 有 す る 教 育 を 探 究 や 総 合 学 習 の 場
で も 実 践 し 、 TIMSS の 学 力 調 査 に も 質 問 票 調 査 に も 好 転 を も た ら せ
る 「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 」 へ と 昇 華 で き る 教 授 法 を 目 指 し て い
き た い 。  
 
6 .結 語  

2022 年 、 国 連 の 障 が い 者 権 利 委 員 会 は 、 障 が い 者 権 利 条 約 に 基 づ
き 、 日 本 政 府 に 対 し て 、 障 が い 児 を 分 離 し た 、 特 別 支 援 教 育 の 中 止 な
ど を 求 め る 勧 告 を 発 表 し た 。 イ タ リ ア を は じ め と し た 欧 米 諸 国 で は 、
共 に 学 ぶ イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 が 、 す で に 浸 透 し て い る 。 日 本 も 、 合 理
的 配 慮 の も と 、 多 く の 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 が と も に 学 べ る こ と を 実 現 す
る た め 、 努 力 し て い く こ と は 、 不 可 欠 で あ り 、 目 指 す べ き と こ ろ だ ろ
う 。 し か し 、 日 本 で は 、 特 別 支 援 学 校 や 特 別 支 援 教 諭 の 制 度 は あ れ ど
も 、 イ タ リ ア の 「 支 援 教 師 （ Insegnante  d i  Sostegno）」 の よ う な 大
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学 の 教 職 課 程 で 学 ん だ あ と に さ ら に 養 成 機 関 で 学 ぶ よ う な 制 度 は 一 般
的 で な く 、 現 行 の 教 育 制 度 下 で は 加 配 に も 限 界 が あ り 、 性 急 に イ ン ク
ル ー シ ブ 教 育 を 目 指 す こ と は 容 易 で は な い 。 も ち ろ ん 、 将 来 的 に わ た
っ て 、 よ り 多 く の 人 が 共 に 学 ぶ こ と の で き る 場 所 を 作 り 上 げ る こ と も
重 要 で あ る が 、 そ の 一 方 で 、 イ タ リ ア の 例 か ら わ か る こ と は 、 特 別 な
学 び を 必 要 と す る 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 に 提 供 で き る 場 を 失 く さ な い こ と
も 大 切 だ ろ う 。 そ う し た 場 合 、 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生 が 障 が い の あ る な し
に か か わ ら ず 、 自 由 に 交 流 で き る 場 を 保 証 し つ つ 、 児 童 ・ 生 徒 ・ 学 生
が 自 分 の 学 び の ス テ ー ジ を 主 体 的 に 考 え 、 選 択 で き る よ う な 仕 組 み の
構 築 も 必 要 に な っ て く る だ ろ う 。  

加 え て 、 学 び の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 推 進 し 、 ア メ リ カ や イ タ リ
ア の 事 例 で 紹 介 し た 異 な る 学 び を 教 室 で 並 行 し て 実 施 す る こ と た め に
は 、 ICT の 活 用 も 重 要 で あ る 。 算 数 学 習 に 関 す る ICT 活 用 に つ い て
は 、 宮 原 ら （ 2014） に よ る と 、 個 別 支 援 学 習 シ ス テ ム で 学 習 し た 分
野 は 、 概 ね 成 績 の 改 善 が み ら れ た が 、 効 果 を 高 め る た め に は 、 タ ブ レ
ッ ト の 整 備 や 教 材 の 改 訂 が 必 要 で あ っ た り 、 解 法 の 行 程 が 過 度 に 細 分
化 さ れ る と 、 情 報 の 整 理 が で き な い 、 が ま ん が で き な い 子 ど も が い た
り と 課 題 も あ る と い う 。 3 8 ) こ う し た 問 題 を 教 育 現 場 で 手 短 に 解 決 す
る た め に は 、 だ れ も が 自 由 に 作 れ 、 共 有 で き 、 ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ で き
る ICT の 教 材 づ く り も 検 討 し て い く 必 要 が あ る だ ろ う 。  
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研 究 ノ ー ト  

小 学 校 通 常 学 級 に お け る 「 特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 と す る 児 童 （ 生

徒 ）」 の 比 率 に つ い て ：  就 学 前 保 育 連 携 と 心 理 師 巡 回 の 意 義  

Impl i cat ions  o f  the  rat io  o f  “ ch i ldren  with  spec ia l  educat ional  

needs”  in  regular  e lementary  schoo l  c lasses :  s ign i f i cance  o f  

cooperat ion  wi th  preschoo l  educat ion  and  psycho log is t  v i s i t s  

会 沢 勲  

I sao  AIZAWA 

 

In  August  2022 ,  the  UN Commit tee  on  the  R ights  o f  Perso ns  wi th  

Disab i l i t i e s  i s sued  a  correc t ive  recommendat ion  to  the  Japanese  

government  regard ing  the  promot ion  o f  i t s  inc lus i ve  educat ion  be ing  

l ed  by  the  Min is t ry  o f  Educat ion ,  Cul ture ,  Spor ts ,  Sc ience  and  

Techno logy  (MEXT) .   Immediate ly  therea f ter ,  the  Min is ter  

responded  that  no  correc t i on  was  necessary .  On  the  o ther  hand ,  

MEXT has  announced  the  ra t i o  o f  the  number  o f  s tudents  wi th  

deve lopmenta l  d i sab i l i t i e s  enro l l ed  in  regu lar  c lasses  in  2022 .  In  

th i s  research  note ,  we  d i s cuss  the  prob lems  wi th  th i s  surv ey  method  

and  our  unders tand ing  o f  the  survey  resu l t s .  Base d  on  these  two  

d i s cuss ions ,  I  w i l l  d i s cuss  the  need  f o r  cooperat i on  wi th  pre schoo l  

educat ion  and  v i s i t s  o f  psycho log i s t s  as  necessary  f o r  inc lus ion  in  

s choo l  educat ion  in  Japan .  

 

Keywords :  ra t i on  o f  the  ch i ldren  wi th  spec ia l  needs ,   inc lus ive  

educat ion ,  
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１  日 本 政 府 に 対 す る 勧 告  

“Experts  o f  the  Committee  on  the  Rights  o f  Persons  wi th  

Disabi l i t i es  Commend Japan on  Prov id ing  Compensat ion  to  Vic t ims  

o f  Eugenic  Surgery,  Ask  Quest ions  on  Inst i tut ional i sat ion  and  

Inc lus ive  Educat ion” と 題 さ れ た ， Committee  on  the  Rights  o f  

Persons  wi th  Disabi l i t i es（ 国 連 障 害 者 権 利 委 員 会 ,以 下 CRPD） に よ

る 会 議 の ま と め （ MEETING SUMMARIES,  23  August  2022） が 国 連

の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い ま す １ 。 サ マ リ ー と い っ て も ， 英 文 で

は 6 ,000 語 を 超 え て い ま す か ら ，「 そ れ だ け 」の 指 摘 で あ る と 理 解 さ れ

ま す 。1 点 は ，「 優 生 手 術 の 犠 牲 へ の 補 償 」と あ り ，こ れ を 歓 迎 す る 旨

記 さ れ て は い ま す 。 し か し ， 障 害 者 の 施 設 入 所 が 永 続 し て い る こ と に

つ い て の 懸 念 が 述 べ ら れ ， 障 害 者 の 自 立 し た 生 活 条 件 の 確 立 に つ い て

質 問 が な さ れ て い ま す 。 こ の こ と は ， 日 本 が 精 神 科 病 院 へ の 入 院 率 や

入 院 期 間 が 際 立 っ て 長 い こ と と 質 的 な 一 致 が あ る と 思 い ま す 。さ ら に ，

障 害 児 教 育 に つ い て は ，「 分 離 教 育 」推 進 が な さ れ ，イ ン ク ル ー シ ブ 教

育 が 否 定 さ れ て い る と の 指 摘 が あ り ま す １ 。  

注 意 し て お き た い こ と が あ り ま す 。 そ れ は 以 下 の 注 意 書 き が サ マ リ

ー の 後 に 続 い て い て ， 国 連 広 報 局 が メ デ ィ ア 向 け に 作 成 し た も の で ，

公 式 記 録 で は な い 旨 記 さ れ て い る こ と ， そ し て ， 英 語 と フ ラ ン ス 語 で

取 材 チ ー ム が 異 な る の で リ リ ー ス 内 容 に 異 同 が あ る と し て い る 点 ， の

２ つ で す 。  

 

Produced  by  the  Uni ted  Nat ions  In format ion  Serv i ce  in  Geneva  f o r  

use  o f  the  in format ion  media ;  no t  an  o f f i c ia l  record .  

Eng l i sh  and  French  vers ions  o f  our  re l eases  are  d i f f e rent  as  they  are  

the  product  o f  two  separate  coverage  teams  that  work  independent ly.  

 

た だ し ，2022 年 9 月 に 入 っ て か ら の 報 道 で 確 認 す る 限 り ，こ の 内 容 に

変 動 は あ り ま せ ん 。た と え ば ， 2022 年 9 月 10 日 に は「 国 連 が 日 本 政

府 に 勧 告 「 障 害 の あ る 子 ど も に イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 権 利 を 」 と 題 す

る 署 名 記 事 （ 野 口 晃 菜 博 士 （ 障 害 科 学 ） / イ ン ク ル ー ジ ョ ン 研 究 者  

2022 /9 /10 (土 )  14 :54） が 掲 載 さ れ て い ま す 2。  
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国 連 は ， 2006 年 に 「 障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 」 を 採 択 し ， そ の 8

年 後 の 2014 年 に 日 本 政 府 は 同 条 約 に 批 准 し ま し た 。 批 准 し た 国 等 は

政 策 反 映 を 現 実 （ 具 体 ） 化 し な け れ ば な ら な い の で す 。 こ の 点 で 遅 れ

て い る こ と を ，「 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 権 利 を 保 障 す べ き 」で あ る と 勧

告 が な さ れ て い る わ け で す 。 情 緒 的 な 反 応 を 禁 じ 得 ま せ ん が ， 冷 静 に

み れ ば ， 日 本 政 府 が イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を 口 で は 表 明 し な が ら ， そ れ

が で き て い な い ， そ の 実 態 が 暴 か れ た わ け で す 。 も ち ろ ん ， こ れ は 批

准 し な け れ ば 済 ん だ と い う こ と で は あ り ま せ ん 。こ の 勧 告 は ，2022 年

9 月 9 日 に 出 さ れ て い ま す 。 興 味 深 い の は ， そ の 直 後 に ， 文 部 科 学 大

臣 は ，「 文 部 科 学 省 で は 、こ れ ま で も で す ね 、障 害 の あ る 子 供 と 障 害 の

な い 子 供 が 可 能 な 限 り 共 に 過 ご せ る よ う に 、 通 級 に よ り ま す 指 導 の 担

当 教 員 の 基 礎 定 数 化 で す と か 、 ま た 、 通 常 級 に 在 籍 い た し ま す 障 害 の

あ る 子 供 の サ ポ ー ト な ど を 行 い ま す 「 特 別 支 援 教 育 支 援 員 」 に 対 し ま

す 財 政 支 援 や 、 ま た 、 法 令 上 の 位 置 付 け な ど に 取 り 組 ん で ま い り ま し

た 。」と 文 部 科 学 省（ 以 下 ，文 科 省 ）の 政 策 の 正 当 性 を 表 明 し ま し た 3。

国 連 勧 告 に は「 分 離 」に つ い て の 指 摘 が あ り ま す 。つ ま り ，“ inc lus ion”

が で き て い な い と い う こ と を 意 味 し ま す 。 大 臣 は こ れ を 「 通 級 」 に よ

っ て 「 障 害 の あ る 子 供 」 と 「 障 害 の な い 子 供 」 が 交 流 で き て い る と 返

答 し て い る よ う に 思 い ま す が ， 通 級 は 結 局 通 常 学 級 か ら 特 定 の こ ど も

を 取 り 出 し て 別 の 場 で 教 育 す る こ と を 形 態 と し て 意 味 し て い る こ と か

ら も 明 ら か な よ う に ， “exc lus ive”（ 排 斥 的 ）に な り ま す 。こ こ で は こ

う し た 分 け 方 や 表 記 法 に つ い て は ， 問 題 が あ る と の 指 摘 す る に 留 め ま

す 。  

 

8 月 22 日 か ら 23 日 に 、 ス イ ス の ジ ュ ネ ー ブ に お き ま し て 、 障 害 者 権 利

条 約 の 対 日 審 査 が 行 わ れ ま し た 。 文 部 科 学 省 も 、 政 府 代 表 団 の 一 員 と し

て 審 査 に 対 応 を い た し ま し た 。こ の 審 査 を 受 け ま し て 、9 月 9 日 に な り ま

す 、 障 害 者 権 利 委 員 会 の 総 括 所 見 が 公 表 さ れ ま し て 、 障 害 の あ る 子 供 の

教 育 に つ き ま し て は 、 個 々 の 教 育 上 の 要 請 を 充 た す 合 理 的 配 慮 の 保 障 、

そ し て も う 一 つ 、 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 に 関 す る 研 修 の 確 実 な 実 施 な ど が

勧 告 さ れ ま し た 。 文 部 科 学 省 で は 、 こ れ ま で も で す ね 、 障 害 の あ る 子 供

と 障 害 の な い 子 供 が 可 能 な 限 り 共 に 過 ご せ る よ う に 、 通 級 に よ り ま す 指
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導 の 担 当 教 員 の 基 礎 定 数 化 で す と か 、 ま た 、 通 常 級 に 在 籍 い た し ま す 障

害 の あ る 子 供 の サ ポ ー ト な ど を 行 い ま す 「 特 別 支 援 教 育 支 援 員 」 に 対 し

ま す 財 政 支 援 や 、 ま た 、 法 令 上 の 位 置 付 け な ど に 取 り 組 ん で ま い り ま し

た 。 引 き 続 き ま し て 、 勧 告 の 趣 旨 を 踏 ま え ま し て 、 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育

シ ス テ ム の 推 進 に 向 け た 取 組 を 進 め て い き た い と 考 え て い る と こ ろ で ご

ざ い ま す 。 あ と は 、 や は り 、 障 害 者 権 利 条 約 に 規 定 さ れ て お り ま す イ ン

ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム と い う の は 、 障 害 者 の 精 神 的 、 ま た 、 身 体 的 な

能 力 を 可 能 な 限 り 発 達 さ せ る と い っ た 目 的 の 下 に 障 害 者 を 包 容 す る 教 育

制 度 で あ る と 、 そ う い う 認 識 を し て お り ま す 。 こ れ ま で の 文 部 科 学 省 で

は 、 こ の イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム の 実 現 に 向 け ま し て 、 障 害 の あ る

子 供 と 障 害 の な い 子 供 が 可 能 な 限 り 共 に 過 ご す 条 件 整 備 と 、 そ れ か ら 、

一 人 一 人 の 教 育 的 ニ ー ズ に 応 じ た 学 び の 場 の 整 備 、 こ れ ら を 両 輪 と し て

取 り 組 ん で ま い り ま し た 。 特 別 支 援 学 級 へ の 理 解 の 深 ま り な ど に よ り ま

し て 、 特 別 支 援 学 校 で す と か 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 す る お 子 様 が 増 え て い

る 中 で 、 現 在 は 多 様 な 学 び の 場 に お い て 行 わ れ ま す 特 別 支 援 教 育 を 中 止

す る こ と は 考 え て は お り ま せ ん が 、 引 き 続 き ま し て 、 勧 告 の 趣 旨 も 踏 ま

え て 、 通 級 に よ り ま す 指 導 の 担 当 教 員 の 、 先 ほ ど も お 話 し 申 し 上 げ ま し

た け れ ど も 、 基 礎 定 数 化 の 着 実 な 実 施 な ど を 通 し ま し て 、 イ ン ク ル ー シ

ブ 教 育 シ ス テ ム の 推 進 に 努 め て ま い る 所 存 で ご ざ い ま す 。 そ う で す ね 、

通 知 の 撤 回 が あ り ま し た 、お 答 え い た し ま す 。昨 年 度 、文 部 科 学 省 が 、特

別 支 援 学 級 の 在 籍 児 童 生 徒 の 割 合 が 高 い 自 治 体 を 対 象 に 行 い ま し た 実 態

調 査 に お き ま し て 、 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 い た し ま す 児 童 生 徒 が 、 大 半 の

時 間 を 通 常 の 学 級 、 普 通 学 級 で ご ざ い ま す が 、 通 常 の 学 級 で 学 び 特 別 支

援 学 級 に お い て 障 害 の 状 態 等 に 応 じ た 指 導 を 十 分 に 受 け て い な い 、ま た 、

個 々 の 児 童 生 徒 の 状 況 を 踏 ま え ず に 、 特 別 支 援 学 級 で は 自 立 活 動 に 加 え

ま し て 算 数 や 国 語 の 指 導 の み を 行 う と い っ た 不 適 切 な 事 例 が 散 見 を さ れ

た と こ ろ で ご ざ い ま す 。こ う し た 実 態 も 踏 ま え ま し て 、ご 指 摘 の 通 知 は 、

特 別 支 援 学 級 で 半 分 以 上 過 ご す 必 要 の な い 子 供 に つ い て は 、 や は り 、 通

常 の 学 級 に 在 籍 を 変 更 す る こ と を 促 す と と も に 、 特 別 支 援 学 級 の 在 籍 者

の 範 囲 を 、 そ こ で の 授 業 が 半 分 以 上 必 要 な 子 供 に 限 る こ と を で す ね 、 目

的 と し た も の で ご ざ い ま し て 、 む し ろ イ ン ク ル ー シ ブ を 推 薦 （ 注 ） す る

も の で ご ざ い ま す 。 勧 告 で 撤 回 を 求 め ら れ た の は 大 変 遺 憾 で あ る と 思 っ
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て お り ま す 。 引 き 続 き ま し て 、 通 知 の 趣 旨 を 正 し く 理 解 を し て い た だ け

る よ う に 、 周 知 徹 底 に 努 め て ま い り た い と 思 っ て お り ま す 。 以 上 で す 。  

（ 注 ）「 推 薦 」 と 発 言 し ま し た が 、 正 し く は 「 推 進 」 で す 。  

 

日 本 政 府 は ， イ ン ク ー ジ ョ ン あ る い は イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を 表 明 し な

が ら ， 実 際 に は ， 児 童 生 徒 の 分 離 を 是 認 し ， あ る い は ， 推 進 し て い る

実 態 が 明 ら か と な り ま し た 。 そ う し た 二 枚 舌 (dupl i c i ty )の 教 育 政 策 を

抱 え な が ら ， 文 科 省 は ， 10 年 ご と に 「 通 常 学 級 」 に 在 籍 す る こ ど も

た ち の 発 達 障 害 乃 至 発 達 障 害 様 の 在 籍 率 等 に つ い て 調 査 を お こ な っ て

来 ま し た （「 通 常 の 学 級 に 在 籍 す る 特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 と す る 児

童 生 徒 に 関 す る 調 査 」 と 称 さ れ て い ま す ）。  

 

２  「 通 常 の 学 級 に 在 籍 す る 特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 と す る 児 童 生

徒 に 関 す る 調 査 」 に お け る 「 在 籍 す る 」 と い う 用 語 の 問 題  

 「 在 籍 す る 」 と い う 語 は 状 態 に つ い て 示 し て い る の だ と 思 わ れ ま

す 。 通 常 学 級 に 「 在 籍 す る 」 こ ど も た ち が い れ ば ，「 在 籍 し て い な

い 」 こ ど も た ち の 存 在 を こ の 表 現 は 明 示 し て い ま す 。 こ れ を 国 連 は イ

ン ク ル ー シ ブ 教 育 が 行 わ れ て い な い ， つ ま り 障 害 の 有 無 で こ ど も た ち

を 分 離 し て い る と 指 摘 し て い る の で す 。 国 連 の サ マ リ ー の タ イ ト ル に

“Ask  Quest ions  on  Inst i tut ional i sat ion  and  Inc lus ive  Educat ion”

が 入 っ て い ま す 。 意 図 し た か 否 か は 不 明 で す が ，「 施 設 収 容 」 と 「 イ

ン ク ル ー シ ブ 教 育 」 の 共 起 は ， 日 本 の 障 害 に つ い て の 考 え 方 を ， こ の

２ つ の 問 題 の 根 が 同 一 で あ る こ と を 含 意 し て い る よ う に 思 わ れ ま す

4。 つ ま り ， 障 害 者 自 身 が 自 分 た ち の 権 利 や 考 え に つ い て 発 言 す る 機

会 が 少 な く ， あ る い は ， ほ と ん ど な く ， 社 会 的 あ る い は 文 化 的 に 障 害

者 を 施 設 に 収 容 す る と い う 前 提 を 容 認 し て い る と 評 価 さ れ て い る よ う

に 思 い ま す 5。  

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を お こ な う の だ と い う 「 メ ッ セ ー ジ 」 は 特 別 支

援 教 育 を 「 特 殊 教 育 か ら 特 別 支 援 教 育 へ 」 と い う ス ロ ー ガ ン と し ， イ

ン ク ル ー ジ ョ ン が 成 り 立 つ の だ ， 日 本 の イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 未 来 は

見 え て い る ， と い う 意 味 が あ り ま す 。 し か し ， 国 連 の 指 摘 は ， そ れ が

で き て い な い と い う も の で す 。  
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さ て ， こ こ で “ inc lus ive  educat ion”が 「 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 」 と 訳

語 を 与 え ら れ た と し て も ， そ れ で 内 容 が 変 わ る は ず は あ り ま せ ん 。 イ

ン ク ル ー シ ブ 教 育 と は な に か を 再 確 認 し て お く 必 要 が あ り ま す 。 こ ど

も た ち は 教 育 を 受 け る 権 利 を 有 し て い ま す 。 こ こ で い う 「 こ ど も 」 と

は こ ど も 全 員 の こ と で す 。 こ の 当 た り 前 の こ と を イ ン ク ル ー シ ブ と 表

現 し て い る の で す 。 し た が っ て ， 教 育 を 受 け る 前 提 に 国 籍 条 項 は あ り

ま せ ん し ， 人 種 ， 宗 教 ， 障 害 の 有 無 ， ジ ェ ン ダ ー ， 等 々 も 選 別 の 条 件

に は な ら な い の で す 。 日 本 国 憲 法 第 ２ 6 条 は こ の 点 で 誤 解 を 招 き や す

い か も し れ ま せ ん 。「 能 力 」 と は な に か 。「 ひ と し く 」 と は 。 解 釈 に 幅

が あ り ま す 。 法 的 な 解 釈 論 に つ い て い え ば ， 国 際 法 と 国 内 法 （ 憲 法 含

む ） と の 関 係 で そ の 解 釈 も 変 わ る の で し ょ う 。 憲 法 上 位 の 立 場 を 採 れ

ば ， 日 本 が ど の よ う な 条 約 等 に 批 准 し て い て も ， 極 論 す れ ば ， そ れ を

無 視 し て よ い こ と に な る と い う 解 釈 が 散 見 さ れ ま す 。 個 人 的 な 経 験 に

な り ま す が ，「 公 認 心 理 師 現 任 者 講 習 会 」 に 出 席 し た 際 に ，「 質 問 は 受

け 付 け な い 」 と い う ， 怪 し げ な ル ー ル が 敷 か れ ， そ の 中 で 日 本 国 憲 法

と 国 際 法 と の 関 係 性 に つ い て 講 師 は 前 者 が 上 位 に 位 置 す る と 確 定 的 に

明 言 し ま し た 。 反 射 的 に 左 腕 が 直 立 し か け ま し た 。 批 准 と の 関 連 は 一

切 触 れ ら れ ず に そ の 押 し 付 け が ま し い 講 義 は 終 わ っ て し ま い ま し た 。  

法 律 論 や 解 釈 に は 多 く の 議 論 が あ り ま す し ， 今 後 も 続 く こ と で し ょ

う 。 し か し ，「 イ ン ク ル ー シ ブ 」 は 法 の 概 念 と い う よ り ， こ ど も た ち

の 権 利 の 範 囲 を 敢 え て 言 語 化 し た も の で す か ら ， そ れ を 法 律 論 を 方 便

と し ， あ た か も 「 日 本 型 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 」 が あ る と 強 弁 す る こ と

は 許 容 の 限 度 を 超 え ま す ， そ の 結 果 ， そ の 「 教 育 」 か ら 排 除 ・ 排 斥 さ

れ た 存 在 が よ り 明 確 に 示 さ れ る こ と に な り ま す 。  

「 在 籍 」 と い う 語 を ， 任 意 性 が 担 保 さ れ て い る よ う に 受 け 取 る こ と

は 誤 り で す 。 就 学 時 に お い て ，「 就 学 指 導 」 の 名 の も と に ， 当 該 幼 児

の 障 害 が 「 ニ ー ズ 」 の 理 由 と な る か ， 当 該 幼 児 が 通 常 学 級 で は な く ，

特 別 支 援 学 級 や 特 別 支 援 学 校 に 入 る こ と が 「 特 別 な ニ ー ズ に 応 じ て 適

切 な 支 援 を 受 け る 」 に 該 当 す る か 否 か が 考 え ら れ ま す 。 ま た ， 特 別 支

援 学 級 は 現 状 で は AD/HD と い う 障 害 で は 入 級 条 件 す な わ ち ニ ー ズ と

は な り ま せ ん 。 こ う 考 え て み る と ， 就 学 指 導 は す で に 「 入 級 の 前 提 」

の あ る 場 合 を 示 し て い る の で す 。 保 護 者 （ 親 権 者 ） は ， 教 育 委 員 会
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（ 学 校 教 育 課 ） か ら そ の よ う に 「 指 導 」 を 受 け る わ け で す 。 保 護 者 側

か ら 特 別 支 援 学 級 入 級 を 希 望 す る ケ ー ス も あ り ま す 。 多 く の 場 合 ， 保

護 者 と 本 人 つ ま り 当 事 者 で あ る こ ど も は ， 就 学 前 に 「 見 学 」 す る こ と

が 可 能 で す 。 入 級 に は 最 近 丁 寧 な プ ロ ト コ ー ル が 準 備 さ れ て い ま す か

ら ， 一 見 保 護 者 と こ ど も 本 人 が 決 定 す る か の よ う に 見 え ま す 。  

当 事 者 （ こ ど も と 保 護 者 ） が 真 に 選 べ る 体 制 が あ る こ と が 重 要 で あ

る こ と は 論 を 俟 た な い と 思 い ま す 。 し か し ， 就 学 指 導 の 対 象 と な っ た

保 護 者 が 強 制 力 を 感 じ て い る 場 合 ， そ れ は 任 意 と は 言 え な い で し ょ

う 。 さ ら に ， 特 別 支 援 学 級 と 特 別 支 援 学 校 と い う 選 択 肢 の 存 在 は ， イ

ン ク ル ー シ ブ 教 育 が 成 立 す る う え で ど の よ う な 意 味 が あ る の か も 考 え

て お か ね ば な り ま せ ん 。  

今 回 の 調 査 に お け る 「 １ ． 目 的 」 に 明 記 さ れ て い る の は ，  

 

今 後 も イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム の 理 念 に 基 づ い た 特 別 支 援 教 育 を 推

進 す る た め に は ， 現 在 の 状 況 を 把 握 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

 

と あ り ， そ の 通 り で は あ る の で す が ，「 ＋ シ ス テ ム 」 と い う 造 語 に は

注 意 を 払 う 必 要 が あ り ま す 。「 理 念 」 が 続 き ま す 。 こ こ で い う 理 念 は

イ ン ク ル ー ジ ョ ン と い う 状 態 に 他 な ら ず ， 他 の 解 釈 の 成 立 す る 隙 間 は

な い は ず で す 。  

 

 

３  小 学 校 通 常 学 級 に「 在 籍 す る 」「 特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 と す る 児

童 の 比 率 の 意 味 す る こ と  

(1 -1 )数 量 化 あ る い は 調 査 デ ザ イ ン   

調 査 は ， 宮 崎 英 憲 を 座 長 と し た 「 委 員 」 8 名 構 成 で ，「 特 別 協 力 者 」

は 笹 森 洋 樹 外 ５ 名 の 専 門 家 集 団 で す 。調 査 期 間 は ，2022 年 １ 月 か ら ２

月 に か け て 実 施 ，と あ り ま す 。60 日 以 内 の 調 査 で ，各 学 校 に 質 問 紙 を

配 付 し て そ の 返 答 を 待 つ 調 査 と し て は 比 較 的 短 期 間 と も い え る で し ょ

う 。 調 査 対 象 は ， 全 国 の 公 立 の ， 小 学 校 ・ 中 学 校 ・ 高 等 学 校 の ， 通 常

の 学 級 に 在 籍 す る 児 童 生 徒 を「 母 集 団 」と す る ，と あ り ま す 。た だ し ，

こ こ に 注 記 が あ り ，「 小 学 校 ： 5 ,875 ,825 人 （ 国 公 私 立 計 （ 5,991 ,290
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人 ） の 98 .1%）、 中 学 校 ： 2,865 ,494 人 （ 国 公 私 立 計 （ 3,137 ,812 人 ）

の 91.3%）、 高 等 学 校 ： 1,975 ,328 人 （ 国 公 私 立 計 （ 2,988 ,132 人 ） の

66.1%）」を 母 集 団 と し て い る ，あ る い は ，見 立 て て い ま す 。そ の 母 集

団 を 推 計 す る た め に 標 本 抽 出 が な さ れ る こ と に な り ま す 。  

報 告 書 で は 「 留 意 事 項 」 (p .3 )と し て 以 下 の 注 釈 が 付 さ れ て い ま す 。 

 

本 調 査 の 結 果 に お い て は 、 推 定 値 を 示 し て い る が 、 95％ 信 頼 区 間 （ ＊ ８ ）

の 数 値 や 児 童 生 徒 全 体 の 分 布 の 状 況 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。  
＊ 8  95％ の 確 率 で 悉 皆 調 査 の 場 合 の 集 計 結 果 を 含 む 範 囲 。  

 

「 推 定 値 」あ る い は「 推 計 値 」は ，抽 出 さ れ た 標 本 が 悉 皆 で な い と き ，

す な わ ち ， デ ー タ が 不 十 分 な 場 合 に な さ れ る ， 統 計 処 理 上 の 考 え 方 で

す 。 抽 出 さ れ た デ ー タ に よ っ て 全 体 （ 母 集 団 ） を 表 し た 数 値 で す 。 今

回 の 調 査 の 抽 出 方 法 は 正 し く な さ れ て い る と い え ま す 。 し か し ， 留 意

事 項 に 記 載 さ れ て い る「 95％ の 確 率 で 悉 皆 調 査 の 場 合 の 集 計 結 果 を 含

む 範 囲 」 と い う 表 現 は わ か り に く い も の で す 。 こ れ は ， 換 言 す る と ，

「 こ の 調 査 の 結 果 の 変 動 す る 範 囲 」，つ ま り ど こ ま で ず れ る か の 推 計 上

の 数 値 を 言 っ て い る の だ と 思 い ま す 。 仮 に ブ ー ト ス ト ラ ッ プ 法 を 用 い

て い る の だ と す れ ば ， 通 例 は 中 央 値 の 移 動 範 囲 の こ と を 指 す と こ ろ で

す が ， こ の 調 査 で は カ ッ ト オ フ が 設 定 さ れ て い ま す の で ， こ の 値 以 上

が ど の 程 度 存 在 す る か と い う こ と を 比 率 の 幅 と し て 示 し て い ま す 。 ブ

ー ト ト ラ ッ プ 適 用 で あ る な ら ，標 本 を 母 集 団 と 見 做 す 考 え 方 で し ょ う 。

地 域 に よ る 差 や 学 校 種 の 差 は 確 率 比 例 で 解 決 す る こ と に な り ま す 。  

抽 出 の 方 法 は ， 層 化 三 段 抽 出 法 と あ り ま す 。 第 １ 次 抽 出 は 学 校 ， 第

２ 次 学 級 ， 第 ３ 次 児 童 生 徒 ， に お い て 「 確 率 比 例 抽 出 法 」 が 用 い ら れ

た と あ り ま す 。 第 ２ 次 お よ び 第 ３ 次 抽 出 の 時 点 で は ， 単 純 無 作 為 抽 出

法 が 採 ら れ て い ま す 。  

回 収 率 （ 数 ） は ， 人 数 と し て は 84.6%と あ り ， 通 例 の 調 査 の 回 答 率

と し て は 驚 異 的 な 高 さ と い え る で し ょ う 。 無 作 為 抽 出 や 計 画 時 点 か ら

の 時 間 経 過 の な か で の 児 童 生 徒 の 在 籍 移 動 な ど は 考 慮 さ れ て い る か 否

か は 不 明 で す 。 学 校 数 で は 90.4%と こ れ も 驚 く よ う な 高 さ で す 。 文 科

省 が 主 導 す る 調 査 の 力 と い う か ， そ の 支 配 性 に 気 付 か さ れ る こ と で も
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あ り ま し ょ う 。  

調 査 回 答 者 等 は ，  

 

学 級 担 任 等 が 記 入 し ， 特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー ， 又 は 教 頭 （ 副 校

長 ） の い ず れ か に よ る 確 認 の 後 ， 校 長 の 了 解 の 下 で 回 答  

 

と あ り ま す 。引 用 文 中 の「 等 」に つ い て は ，記 載 が な い の で 不 明 で す 。

多 く の 場 合 は ， ４ か 月 か ら ８ か 月 ほ ど 経 過 し た 時 点 で 担 任 が 記 入 す る

の で ， こ ど も た ち に つ い て 知 る 時 間 と し て は 比 較 的 長 い と 言 え る で し

ょ う 。 一 般 に は ， 児 童 生 徒 の 「 発 達 障 害 」 の 比 率 と し て ， こ の 調 査 の

結 果 が 一 人 歩 き す る こ と に な り ま す 。 医 師 の 診 断 や 心 理 師 ア セ ス メ ン

ト で は あ り ま せ ん 。こ の 点 で は ，「 確 認 」の プ ロ セ ス が 字 義 通 り な さ れ

て い る の で あ れ ば ， 丁 寧 と い え ま す 。 し か し ， こ の プ ロ ト コ ル が 発 達

障 害 判 定 で は な い こ と は 常 に 留 意 す べ き で す 。 調 査 報 告 書 に は そ の 点

の 記 載 が き ち ん と な さ れ て い ま す が （「 留 意 事 項 」 と し て 記 載 ）， 比 率

が （ 大 幅 に ） 動 い た と き ， こ の こ と は 問 題 と し て 議 論 さ れ る べ き だ と

は 思 い ま す 。 つ ま り ， 担 任 等 が 「 記 入 」 す る 前 に ， 必 ず ， 個 々 の 児 童

生 徒 に つ い て の ， 教 員 と し て の ア セ ス メ ン ト が な さ れ る こ と に な り ま

す 。 質 問 紙 は ， 比 較 的 教 員 に わ か り や す い 表 現 が 選 ば れ て い ま す 。 本

来 は ， い ち い ち 確 認 す べ き と こ ろ か も し れ ま せ ん が ， 以 下 に 「 別 添 」

と し て 加 え ら れ て い る 「 質 問 項 目 」 の う ち か ら ， い く つ か 取 り 上 げ て

お き ま す 。  

 

・ 全 般 的 な 知 的 発 達 の 遅 れ が な い か  

（ ０ ： な い 、 １ ： あ る ）  

・国 語 、算 数 で 基 礎 的 能 力 に 著 し い 遅 れ が あ る か（ 著 し い と は 、小 学 ３ 年

生 以 下 の 場 合 、 １ 学 年 以 上 。 ４ 年 生 以 上 の 場 合 、 ２ 学 年 以 上 の 遅 れ を い

う ）  

（ ０ ： な い 、 １ ： 国 、 ２ ： 算 、 ３ ： 国 算 ）【 小 学 校 】  

・ 国 語 、 数 学 又 は 英 語 の 中 で 基 礎 的 能 力 に 著 し い 遅 れ が あ る か （ 著 し い

と は 、小 学 ３ 年 以 下 の 場 合 、１ 学 年 以 上 。４ 年 生 以 上 の 場 合 、２ 学 年 以 上

の 遅 れ を い う ）  
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（ ０：な い 、１：国 、２：数 、３：英 、４：国 数 、５：国 英 、６：数 英 、

７ ： 国 数 英 ）【 中 学 校 ・ 高 等 学 校 】  

 

こ れ ら の 質 問 は ，「 I .児 童 生 徒 の 困 難 の 状 況 」「 I I   児 童 生 徒 の 受 け て い

る 支 援 の 状 況 」（ こ ち ら に は「 I I」の あ と に「 ．」が あ り ま せ ん ）の 質 問

の 前 に 設 置 さ れ て い ま す 。「 全 般 的 な 知 的 発 達 の 遅 れ 」に つ い て は ，担

任 が こ ど も の 日 頃 の 様 子 を み て い て 答 え る こ と に な り ま す 。 知 能 検 査

等 の ア セ ス メ ン ト の 結 果 を 知 っ て い る 場 合 と そ う で な い 場 合 に 差 が あ

る こ と や 教 員 に よ る 違 い が 予 想 さ れ ま す 。「 全 般 的 な 知 的 発 達 の 遅 れ 」

の 意 味 は ，「 限 局 性 学 習 障 害 」の 対 概 念 で し ょ う 。主 要 な 知 能 検 査 で も

±５ の 誤 差（ 検 査 者 に よ る 差 ）が 見 込 ま れ て い ま す か ら ，知 的 発 達 の 遅

れ の 判 断 は 詰 ま る と こ ろ ， そ の 担 任 の 直 感 が 影 響 し ま す 。 こ の 質 問 項

目 に 続 く 質 問 内 容 は ， 具 体 的 あ る い は 教 育 実 践 的 で す の で ， 教 員 と し

て は よ り 回 答 し や す い で し ょ う 。  

「 I .児 童 生 徒 の 困 難 の 状 況 」「 I I   児 童 生 徒 の 受 け て い る 支 援 の 状 況 」

に 設 置 さ れ て い る ， 質 問 項 目 は ，「 学 習 面 」「 行 動 面 （ 不 注 意 ， 多 動 性

-衝 動 性 ）」，行 動 面（ 対 人 関 係 や こ だ わ り 等 ）」の ３ つ の 領 域 に つ い て ，

そ れ ぞ れ し ば し ば 用 い ら れ る ス ク リ ー ニ ン グ で す 。 前 ２ 回 の 調 査 と ス

ク リ ー ニ ン グ に 用 い た 内 容 が 異 な る こ と に は 留 意 が 必 要 で す 。 比 率 が

動 い た と き ， こ の こ と は 問 題 と な る で し ょ う 。 こ の 点 に つ い て も 「 対

象 地 域 や 一 部 質 問 項 目 等 が 異 な る た め ，単 純 比 較 す る こ と は で き な い 」

と し て い ま す 。 す で に メ デ ィ ア で は 「 増 加 」 と い う 捉 え 方 が 流 布 さ れ

て は い ま す が ，む し ろ ，目 的 が 各 調 査 結 果 間 の 比 較 で は あ り ま せ ん し ，

調 査 項 目 を よ り よ い も の に す る 努 力 を し て い る と い う 点 で は 理 解 で き

る と こ ろ で す 。 こ れ ら の 点 に つ い て は 別 項 で 取 り 上 げ る こ と に し ま し

ょ う 。（「 ５ ． 有 識 者 会 議 に お け る 本 調 査 結 果 に 対 す る 考 察 」 に お け る  

 

 

(1 -2 )数 量 化 あ る い は 調 査 デ ザ イ ン ： 尺 度 構 成 の 問 題  

 統 計 法 を 用 い る 調 査 計 画 で は ， そ の 尺 度 構 成 が 大 切 で す 。 学 部 の 心

理 学 や 社 会 学 等 で こ の こ と は 基 礎 と し て 学 修 す る の が 通 例 で す 。 今 回

の 調 査 で 用 い ら れ て い る 質 問 に は ，た と え ば ，以 下 の よ う に ，「 ０：な
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い 、 も し く は ほ と ん ど な い 、 １ ： と き ど き あ る 、 ２ ： し ば し ば あ る 、

３ ： 非 常 に し ば し ば あ る 、 の ４ 段 階 」 と 尺 度 に 従 う よ う に イ ン ス ト ラ

ク シ ョ ン が あ り ま す 。 引 用 し た の は ， 報 告 書 の 中 で 「 別 添 」 と し て 調

査 内 容 が 載 せ ら れ て い る も の の う ち の 最 初 の ４ 項 目 を 例 示 し ま し た

(こ の 例 に つ い て は ， 行 動 面 （ 不 注 意 と 多 動 性 −衝 動 性 ） に つ い て ， 担

任 等 が 答 え る こ と に な り ま す 。  

 

＜ 行 動 面 （「 不 注 意 」「 多 動 性 ‐ 衝 動 性 」） ＞ ※ ２  

（ ０：な い 、も し く は ほ と ん ど な い 、１：と き ど き あ る 、２：し ば し ば あ

る 、 ３ ： 非 常 に し ば し ば あ る 、 の ４ 段 階 で 回 答 ）  

・ 学 業 に お い て 、 綿 密 に 注 意 す る こ と が で き な い 、 ま た は 不 注 意 な 間 違

い を す る  

・ 手 足 を そ わ そ わ と 動 か し 、 ま た は い す の 上 で も じ も じ す る  

・ 課 題 ま た は 遊 び の 活 動 で 注 意 を 集 中 し 続 け る こ と が 難 し い  

・ 教 室 や 、 そ の 他 、 座 っ て い る こ と を 要 求 さ れ る 状 況 で 席 を 離 れ る  

 

担 任 等 は ク ラ ス の 個 々 の こ ど も に つ い て ，「 こ の 子 は 「 学 業 に お い て 、

綿 密 に 注 意 す る こ と が で き な い 、ま た は 不 注 意 な 間 違 い を す る 」」と い

う 設 問 に 答 え ま す 。 ０ か ら ３ ま で の ４ 段 階 で す 。 こ う し た ４ 段 階 の 尺

度 を ， わ た し た ち は 「 順 序 尺 度 」 と 呼 ん で い ま す 。 実 際 に は ， こ れ ら

の う ち ， 尺 度 の ２ と ３ に 当 て は ま っ て い る か 否 か ， そ れ が 規 定 数 以 上

あ る か ど う か ， と い っ た 手 順 で 当 該 の こ ど も が 「 困 難 あ り 」 か ど う か

を カ テ ゴ ラ イ ズ（「 判 定・判 断 で は な い 」と す る ）し て ，そ の 人 数 が 最

終 的 に は 「 困 難 の 比 率 」 と な っ て 報 告 書 の 数 多 く の 表 と 報 告 と な っ て

い ま す 。 今 回 は 標 準 化 さ れ た 検 査 を 利 用 し た 上 で の 調 査 で す か ら ， 尺

度 構 成 に 問 題 が な る べ く な い よ う に 配 慮 さ れ て い る と は い え ま す が ，

標 準 化 さ れ た 集 団 と 時 期 と の 差 異 の 可 能 性 が 考 え ら れ て は い ま せ ん 。

ま た ， こ う し た カ テ ゴ ラ イ ズ に 当 然 で す が 習 熟 し て い な い 教 員 た ち が

一 定 の 基 準 で ど こ に 当 て は ま る か を 決 め て い る は ず は あ り ま せ ん 。 答

え や す さ と 教 員 間 差 は 別 の こ と で す 。 こ れ は 個 々 の 教 員 の パ ー ソ ナ リ

テ ィ に よ っ て も 変 動 す る で し ょ う し ， イ ン ク ー ジ ョ ン に か な り 慣 れ て

い て ，そ の 担 任 す る ク ラ ス の こ ど も た ち が 他 の ク ラ ス で あ っ た な ら「 困
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難 」 が あ っ た だ ろ う け れ ど ， そ の ク ラ ス で は 困 難 が な い か 少 な く な る

と い う こ と は 起 こ り う る こ と に な り ま す 。 順 序 尺 度 を 用 い る 場 合 ， こ

う し た 回 答 す る 個 人 に よ る 差 が あ り ， 異 な る 個 人 の 回 答 結 果 を 積 み 上

げ て い く こ と で 差 が 大 き け れ ば 大 き い ほ ど 正 し い 結 果 に は な ら な い 場

合 が あ る こ と は 考 え て お い た 方 が よ い で し ょ う 。 そ の た め に 信 頼 区 間

を 設 定 し て い る の で す が ， 過 誤 に つ い て の 指 摘 は な さ れ て い な け れ ば

な り ま せ ん 。  

 

４  「 ５ ． 有 識 者 会 議 に お け る 本 調 査 結 果 に 対 す る 考 察 」 に お け る  

「 今 回 の 調 査 結 果 か ら 考 え ら れ る こ と 」（ 有 識 者 会 議 座 長  宮 﨑 英 憲 ）

に つ い て  

座 長 名 義 で ４ 頁 分 （ pp.17-20） の を 用 い て ， い わ ゆ る 考 察 が 述 べ ら

れ て い ま す 。 詳 細 に 取 り 上 げ る や り 方 は 止 め て ， い く つ か 気 に な る 点

を 指 摘 す る こ と に 留 め お き ，今 後 の 議 論 の 枠 組 み と し た い と 思 い ま す 。 

 

(1 )数 値 の 捉 え 方 と 通 級 増 加 の 影 響  ①「 驚 く べ き 数 字 で は な い 」  

宮 﨑 （ 前 傾 報 告 書 ， 17-18） は ， 次 の よ う に 指 摘 す る 。  

 

平 成 24 年 に 行 っ た 調 査 と 学 校・児 童 生 徒 の 抽 出 方 法 は 同 じ で あ る 。対 象

地 域 や 一 部 質 問 項 目 等 が 異 な る た め 単 純 比 較 は で き な い も の の 、 今 回 の

調 査 結 果 は 平 成 24 年 に 行 っ た 調 査 結 果 と 比 べ て 、学 習 面 又 は 行 動 面 で 著

し い 困 難 を 示 す と さ れ た 児 童 生 徒 数 の 割 合 が 増 え て い る が 、 前 回 の 調 査

か ら 10 年 で 義 務 教 育 段 階 に お い て 通 級 に よ る 指 導 を 受 け る 児 童 生 徒 の

数 が 約 2.5 倍 に な っ て い る こ と を 踏 ま え る と 、 驚 く 数 字 で は な い も の と

考 え ら れ る 。  

 

「 10 年 で 義 務 教 育 段 階 に お い て 通 級 に よ る 指 導 を 受 け る 児 童 生 徒 の

数 が 約 2 .5 倍 に な っ て い る 」 と の 指 摘 を な ぜ 「 イ ン ク ル ー ジ ョ ン が 進

ん だ 結 果 」と 読 ま な い の か 不 明 で す が ，「 驚 く べ き 数 字 で は な い 」と 感

情 を 隠 さ ず に 述 べ て い る 点 は ，「 8.8%に「 増 加 」し た と 多 く が「 驚 く 」

が ，そ う で は な い 」と 否 定 す る 内 容 で す 。6 .5%が 8.8%に な れ ば ，驚 く



 
 

 36 

の は あ る 種 の 人 情 と い え ま す 。 つ ま り ， わ た し た ち は ，  2002 年 公 表

分 6.2%が 16 人 に ひ と り；2012 年 6 .5%が 15 人 に ひ と り；そ し て ，今

回 (2022)の 8.8%が 11 人 に ひ と り ， と 捉 え ま す 。 後 述 し ま す が ， 小 学

1 年 生（ 男 女 ） 12.0%と い う 比 率 が 10 名 に ひ と り 以 上 ，そ し て ，男 女

差 を 加 味 す る と ， 男 子 に み ら れ る 高 率 さ に 驚 く の は や は り 自 然 で す 。

そ れ を 蓋 を す る か の よ う に 「 違 う 」 と い う の は 丁 寧 な 説 明 が 求 め ら れ

る と こ ろ で し ょ う 。 補 足 的 に 説 明 を 加 え る な ら ， 数 量 と い う 事 象 は じ

つ は 最 初 か ら 「 驚 か せ る 」 と か 「 落 ち 着 か せ る 」 意 味 は ひ と が 勝 手 に

そ こ に 「 読 み 込 む 」 行 為 で す 。 し た が っ て ， 本 来 は こ ん な こ と は 書 く

必 要 の な い こ と な の で し た 。  

 ②通 級 増 加 と 比 率 の 増 加 の 関 連  

宮 﨑 （ 前 掲 ） は ， 上 の 引 用 に 続 け て 次 の よ う に 記 し て い ま す 。 な お ，

引 用 部 分 の 重 複 を 避 け る た め に 下 線 と 指 摘 す る 括 弧 付 き ア ル フ ァ ベ ッ

ト を 施 す こ と に し ま す 。  

 

繰 り 返 し に は な る が 、 (A )本 調 査 は 、 発 達 障 害 の あ る 児 童 生 徒 数 の 割 合 や

知 的 発 達 に 遅 れ が あ る 児 童 生 徒 数 の 割 合 を 推 定 す る 調 査 で は な く 、 学 習

面 や 行 動 面 で 著 し い 困 難 を 示 す と さ れ た 児 童 生 徒 数 の 割 合 を 推 定 し て い

る 調 査 で あ る 。 増 加 の 理 由 を 特 定 す る こ と は 困 難 で あ る が 、 (B )通 常 の 学

級 の 担 任 を 含 む 教 師 や 保 護 者 の 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 理 解 が 進 み 、 今 ま

で 見 過 ご さ れ て き た 困 難 の あ る 子 供 た ち に よ り 目 を 向 け る よ う に な っ た

こ と が 一 つ の 理 由 と し て 考 え ら れ る 。 そ の ほ か 、 (C )子 供 た ち の 生 活 習 慣

や 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 に よ り 、 普 段 か ら １ 日 １ 時 間 以 上 テ レ ビ ゲ ー ム を

す る 児 童 生 徒 数 の 割 合 が 増 加 傾 向 に あ る こ と や 新 聞 を 読 ん で い る 児 童 生

徒 数 の 割 合 が 減 少 傾 向 に あ る こ と な ど 言 葉 や 文 字 に 触 れ る 機 会 が 減 少 し

て い る こ と 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や ス マ ー ト フ ォ ン が 身 近 に な っ た こ と な ど

対 面 で の 会 話 が 減 少 傾 向 に あ る こ と や 体 験 活 動 の 減 少 な ど の 影 響 も 可 能

性 と し て 考 え ら れ る 。  

 

(A ) す で に 触 れ た と こ ろ で す が ，別 の 観 点 か ら 見 る と ，仮 に 発 達 障 害

と 知 的 障 害 と は 関 係 な く ， あ く ま で 担 任 教 師 に よ る 評 価 で あ る の で ，
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そ の よ う に 読 ま な い で ほ し い と な る な ら ， 特 別 支 援 教 育 や イ ン ク ル ー

シ ブ 教 育 と の 関 係 を 自 ら 縁 遠 く す る 表 現 と い わ ざ る を 得 ま せ ん 。 巡 回

相 談 に お い て も ， 診 察 場 面 に お い て も ， 今 回 調 査 項 目 と な っ た ， 担 任

等 の 質 問 紙 へ の 回 答 と 所 見（ わ た し を 含 む ，た い て い の 巡 回 相 談 員 は ，

少 な く と も ， 担 任 等 （ こ こ で わ た し の い う 「 等 」 は ， 当 該 の こ ど も に

教 育 上 比 較 的 長 く ・ 深 く 関 与 し て い る 教 員 や 養 護 教 諭 の こ と を 指 し ま

す ）） を こ ど も を 判 定 （ 心 理 師 ）・ 診 断 す る （ 医 師 ） 上 で 重 要 な 手 が か

り の ひ と つ と し て い ま す 。 し た が っ て ， こ の 調 査 は 確 定 診 断 で は な い

が ， 発 達 障 害 を 推 測 す る 数 値 と す る と こ ろ だ と 思 う の で す ６ 。  

(B ) こ の 部 分 は か な り 深 刻 な 独 断 や 誤 読 の リ ス ク が あ り ま す 。正 し い

の は「 理 解 が 進 ん だ 」点 で す が ， 2002 年 や 2012 年 の 時 点 で 教 員 の 理

解 が 現 在 ほ ど 進 ん で い な か っ た か ら 比 率 が 低 か っ た（ 6.2%と 6 .5%）と

い う の は か な り 深 刻 な 誤 認 で し ょ う 。 む し ろ ， 現 場 の 教 師 た ち の 多 く

は ，か な り の 高 能 力 で す 。わ た し は し ば し ば 講 演 等 で 触 れ ま す が ，「 現

場 の 先 生 方 の 力 量 が 高 い が 故 に ， も っ と 多 く の こ ど も た ち が 発 達 障 害

等 で あ る の に ， 支 援 が 行 き 届 い て い て ， そ の 結 果 と し て ， 比 率 が 低 く

抑 え ら れ て い る 」 と い う こ と な の で す 。「 理 解 が 進 ん だ 」 の で あ れ ば ，

当 然 支 援 も 深 ま り ま す か ら ， 数 値 は 低 く な る と 仮 説 で き ま す 。 そ れ を

超 え て 増 加 し て い る の で す 。 教 員 の 理 解 説 を 誤 っ て 適 用 す る と ， と ん

で も な い 誤 解 を 広 め て し ま い ま す 。 そ し て ， こ の こ と は ， 結 果 と し て

現 場 の 教 員 を 疲 弊 さ せ る ， 重 大 な 原 因 と な り か ね ま せ ん 。 理 解 が 高 ま

っ た の で 本 来 の 数 が 現 れ 始 め た と い う の は ， た と え ば ， 児 童 相 談 所 の

虐 待 対 応 数 の 増 加 の よ う な 場 合 は ， 現 場 や 市 民 の 理 解 の 深 化 と 通 告 数

の 増 加 と い う ， 直 接 反 映 す る 関 係 性 が あ り ま す 。 し か し ， こ う し た 変

数 が 多 い 場 合 は ， 慎 重 に そ の 部 分 は 明 ら か に す る リ サ ー チ が 求 め ら れ

る の で す 。 保 護 者 の 必 死 さ を 労 い た い の か も し れ ま せ ん が ， そ も そ も

こ こ に 保 護 者 （ の 理 解 ） を 引 っ 張 り 出 す 必 要 は あ り ま せ ん 。  

 こ れ ら 以 外 に も「 説 明 」が な さ れ て い ま す が ，と く に ，「 テ レ ビ ゲ ー

ム 」 と い う 感 覚 は ， し ば ら く の 間 は 仕 方 な い 表 現 で す が ， 明 ら か に 言

葉 遣 い が 間 違 っ て い ま す 。 こ れ ま で も そ の よ う に 言 い 表 し て き た の だ

か ら ， そ れ を 踏 襲 し た だ け だ ， と す る 態 度 も 歓 迎 で き ま せ ん 。 テ レ ビ

ゲ ー ム が な に を 指 す の か 不 明 で す 。「 フ ァ ミ コ ン 」と 呼 ば れ た 時 代 を そ
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の ま ま 踏 襲 す る の は さ ま ざ ま な 点 で 誤 り で す 。 “TV game”と い っ た と

き ， そ の 原 語 が 示 す 内 容 と ま っ た く 別 の 場 合 は と く に 気 を つ け る こ と

が こ の よ う な 学 校 教 育 に つ い て 指 導 的 な 立 場 に あ る 者 た ち に は 求 め ら

れ る の で す 。 さ ら に 「 イ ン タ ー ネ ッ ト や ス マ ー ト フ ォ ン が 身 近 に な っ

た 」 と し て い る 点 も ， 同 質 の 問 題 の 根 が あ り ま す 。 イ ン タ ー ネ ッ ト と

ス マ ー ト フ ォ ン は 並 べ ら れ る 事 象 で は あ り ま せ ん 。  

 

(2 )「 教 育 的 支 援 を 必 要 と す る 児 童 」 の 比 率  

 文 科 省 は ，こ れ で 合 計 3 回 の 調 査 を 実 施 し て き ま し た 。担 任 等 が み た

児 童 生 徒 の 教 育 的 支 援 の 必 要 な 比 率 ， そ れ も 発 達 障 害 と 文 科 省 が い っ

て い る ３ 種 類 に 該 当 す る 「 だ ろ う 」 こ ど も た ち が ど れ く ら い 在 籍 し て

い る か ， 一 義 的 に は ， そ れ を 確 か め て お く こ と で し ょ う 。 そ の 結 果 を

受 け て ，メ デ ィ ア 等 は 今 次 調 査 結 果 の 8.8%が こ れ ま で に な く 高 率 で あ

る と 伝 達（ 報 道 ）し て い る の で す 。数 字 が ， 6 .2%-6 .5%-8 .8%と 変 化 し

て い れ ば ， そ れ を 「 驚 く な 」 と い う の に は 無 理 が あ り ま す 。  

 仮 に ，発 達 障 害 の こ ど も た ち の 比 率 が 2002 年 の 調 査 時 か ら 20 年 間

ほ ぼ 変 わ ら な い と す れ ば ， そ し て ， 理 由 は 不 明 で す が ， 読 み 手 に は そ

の よ う に 考 え て ほ し い よ う で す が ，  

 

 ・ 調 査 に 回 答 し た ひ と が 変 わ っ た か ，  

 ・ 調 査 の 仕 方 が 変 わ っ た か ，  

 

の ２ つ の 変 数 (var iab les）の い ず れ か ，あ る い は ，双 方 が そ の 理 由 と な

る で し ょ う 。 こ れ に つ い て は 前 節 で 指 摘 し て い ま す の で 詳 細 は 省 き ま

す が ， 比 率 を 用 い る 以 上 ， そ の 変 化 な り 推 移 な り を 追 え る 前 提 を 設 定

し な い と ， 調 査 の 意 義 は 減 じ て し ま う の で は な い で し ょ う か 。 も う 少

し 否 定 的 に い え ば ， な ん の た め に 調 査 し て い る の か 疑 問 を 抱 く の は 自

然 で し ょ う し ，「 疑 問 を 抱 く 必 要 が な い 」と 火 消 し の よ う な 解 説 を す れ

ば す る ほ ど ， 説 得 的 で は な く な り ま す 。  

 さ て ， こ こ で 小 学 生 の 比 率 に つ い て み て お き た い と 思 い ま す 。 次 の

２ つ の 表 は ， tab le  1 が 2012 年 ， tab le  2 が 2022 年 ，の 小 学 生 の 比 率

を 表 し て い ま す 。 文 科 省 が 示 し て い る PDF フ ァ イ ル の 記 載 を そ の ま
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ま ハ ー ド コ ピ ー し た も の で す 。 文 科 省 が 使 っ て い る フ ォ ン ト が 異 な る

理 由 は 不 明 で す 。 統 計 量 で も の を い う 場 合 ， 生 デ ー タ ( raw data )を 示

す こ と は 検 証 可 能 性 ( fa ls i f iab i l i ty )と し て 考 え て お か ね ば な ら な い こ

と で す が ， 開 示 さ れ て い ま せ ん 。 生 デ ー タ が 無 理 で あ れ ば ， 既 述 統 計

量 だ け で も 出 し て お く こ と が 求 め ら れ ま す 。 ま と め た 男 女 の 表 は あ り

ま す が ， こ れ だ け で は 甚 だ 不 十 分 だ と 言 わ ざ る を 得 ま せ ん 。  

 

t a b l e  1                               t a b l e  2  

  
 

さ て ，こ の ２ つ の 表 を み る と き ，い ず れ の セ ル に お い て も ，tab le  2 の

比 率 が 高 い と い え ま す 。 ま た ， 信 頼 区 間 で 示 さ れ た 変 動 の 幅 の 重 な り

具 合 を 単 純 に 見 比 べ た と き ， tab le  1 の 上 限 が tab le  2 の 下 限 を 超 え な

い 例 が 多 い こ と を 特 徴 と し ま す 。 信 頼 区 間 が 仮 に 正 し い と す れ ば ， こ

れ ら ２ つ の 調 査 結 果 は 小 学 生 の 結 果 と し て は ま っ た く 異 な り ，tab le  2

の 方 が 高 率 だ と 言 え る で し ょ う 。  

 高 率 と な っ た 原 因 を 云 々 す る の は 止 め る と し て ， こ の 調 査 結 果 で 気

に な る の は ，就 学 前 の 状 況 が ど う な の か と い う こ と が ひ と つ あ り ま す 。

誕 生 後 約 6 年 間 の 状 況 に つ い て ，同 様 の 調 査 が 可 能 だ と は い い ま せ ん 。

し か し ， 本 来 は ， 文 科 省 の い う 発 達 障 害 の 「 有 病 率 」 は ど の よ う で あ

る の か ， そ れ が 個 々 の コ ホ ー ト が ど の よ う に 推 移 し て い く の か に つ い

て の 調 査 は ， 文 科 行 政 上 は １ 条 校 で あ る 幼 稚 園 等 で も あ る 程 度 可 能 だ

と 思 わ れ ま す 。日 本 で は 1 歳 半 と 3 歳 の 時 点 で 健 康 診 査 が な さ れ て い

ま す 。そ の 診 査 の 過 程 で 現 在 は ASD と AD/HD の 傾 向 の 有 無 に つ い て

は 心 理 師 等 が 用 い ら れ て い る 場 合 は 可 能 と な り ま す 。 で す か ら ， ２ 歳

〜 ３ 歳 で の 状 況 は 類 推 で き ま す し ， 幼 稚 園 等 在 籍 の こ ど も た ち を 対 象
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と し た 調 査 を お こ な え ば わ か る こ と で す 。 地 域 に よ っ て は ， ５ 歳 の 時

点 で の 診 査 が お こ な わ れ て い ま す 。 心 理 師 を 中 心 と し た チ ー ム を 活 用

し て 幼 稚 園 や 保 育 所 を 巡 回 し て い る 例 も 多 く あ り ま す 。 そ の 理 由 は ，

支 援 の 質 を 高 め る こ と で す 。 そ の 結 果 と し て ， こ ど も た ち の 福 祉 が 向

上 す る の で あ れ ば ， 良 い こ と で し ょ う 。  

2002 年 か ら 20 年 と い う 時 間 経 過 の 中 で ，そ の よ う な 声 は 上 が っ て

い た だ ろ う と 思 い ま す が ，な さ れ て い ま せ ん 。ま た ，「 就 学 指 導 」と い

う 名 目 で 就 学 し て 在 籍 す る 場 に つ い て ， あ る こ ど も は 就 学 指 導 の 対 象

と な り ， ま た 別 の こ ど も は 対 象 と な ら な い ， と い う 現 実 が あ る 以 上 ，

係 る 調 査 は な さ れ る 方 が 丁 寧 で す し ， 瑕 疵 な し と い え ま す 。 日 本 の 学

校 教 育 に お け る イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 根 幹 に 関 わ る ， 重 要 な 起 点 に つ い

て の 入 念 の 状 況 調 査 は 本 来 は 欠 く こ と の で き な い も の な の で す 。  

 さ て ，表 中 A，B，C と 書 か れ て い る の は ，SLD，AD/HD,  ASD の ３

種 と 見 做 す こ と が 可 能 で す 。か り に ，こ れ ら の 表 記 の 後 に 続 け て「 様 」

と す れ ば ， こ の 「 ほ ぼ 」 の 意 味 が 一 致 す る こ と に な り ま す 。  

 学 年 進 行 と そ の 差 を み て い く と ， ２ 表 と も に ， SLD と AD/HD の ２

つ が 減 少 し て い く よ う に 思 わ れ ま す 。 同 一 コ ホ ー ト の 追 跡 で は あ り ま

せ ん か ら ， 減 少 し た と は い え な い も の の ， そ の よ う に 予 想 す る こ と が

可 能 で す 。 一 方 で ， ASD は ほ と ん ど 減 少 し ま せ ん 。  

 SLD の 減 少 に つ い て は ， 想 像 の 域 を 出 ま せ ん が ，  

 ①学 年 進 行 と と も に 困 難 が 減 少 す る こ と は 歓 迎 す べ き こ と で あ り 小

学 校 教 育 で 学 び と る こ と が 大 き い の だ ろ う 。  ②か り に 教 育 で SLD が こ の 程 度 ま で 改 善 す る こ と は 驚 く べ き こ と で

あ る 。  ③学 習 困 難 と す る 場 合 ，SLD と い う よ り 。個 人 差 や 発 達 差 が 6 年 間 で

縮 ま る の か も し れ な い 。こ れ は こ れ で 学 習 指 導 要 領 は と も か く と し て ，

日 本 語 等 の 学 習 に 個 人 差 が 大 き く ， 現 場 の 教 員 が 丁 寧 に 教 育 し て い る

成 果 が 現 れ た も の で あ る 。  

 

と い っ た こ と が い え る で し ょ う 。個 人 的 な 見 解 を い え ば ，SLD が こ こ

ま で 劇 的 に 改 善 す る と い う よ り も ， こ の よ う な 調 査 に つ い て 教 育 が 専



 
 

 41 

門 の 教 員 は 個 々 の 学 習 状 況 を 判 定 し た の だ ろ う と 推 認 す る こ と も 可 能

だ と 思 い ま す 。  

 一 方 で ，AD/HD に つ い て 同 様 の こ と が 言 え る 場 合 も あ り ま す が ，薬

物 療 法 が 奏 功 し て い る 事 例 が 拾 え て い な い の で ， 減 少 の 背 景 を 読 み 取

る こ と は 難 し い と 思 わ れ ま す 。 た だ し ， 劇 的 な 減 少 を 見 せ る こ の 結 果

は 教 員 の 質 が 高 い と わ た し に は 思 わ れ て な り ま せ ん 。 調 査 の 代 表 者 に

は 別 の 見 解 が あ る よ う に 思 い ま す が ， 3 回 分 の 調 査 の ， そ れ ぞ れ の 推

移 を 追 え ば ， 同 様 の こ と が い え る と 気 づ け る と 思 い ま す 。  

 ASD に つ い て は そ れ ほ ど 減 少 し て い な い と 思 わ れ る 結 果 で す 。ASD

の 改 善 が 見 込 め な い と い う こ と で は あ り ま せ ん 。 質 問 紙 内 容 を 精 査 し

ま せ ん が ， 通 常 学 級 に 6 年 間 在 籍 し て い る ASD の こ ど も た ち は ， 分

離 を 含 む 「 日 本 型 」 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 で あ る に も か か わ ら ず ， 教 室

と い う 場 で 一 緒 に 過 ご せ て き た 姿 を わ た し は 想 像 し ま す 。「 困 り 感 ®」

と い う 言 い 方 を 使 う こ と に わ た し は 抵 抗 が あ り ま す が ， 成 長 と と と も

に 多 様 な 個 性 や 特 性 を 含 み 込 ん だ 教 室 と い う 集 団 の 場 が イ ン ク ル ー シ

ブ な 指 向 性 の 方 向 を 向 い た の だ と 考 え て よ い と 思 い ま す 。  

 ASD に 関 す る 質 問 項 目 を こ こ で は い ち い ち 取 り 出 し て 検 討 す る こ

と は し ま せ ん が ， 社 会 は こ う あ る べ き と い う 前 提 を 否 定 で き な い 内 容

と も い え る で し ょ う 。 こ の 社 会 で 生 活 す る の な ら ， こ の 社 会 の 「 当 た

り が で き て い る か 否 か と い う 設 問 自 体 は ASD の ス ク リ ー ニ ン グ と し

て は 有 効 で も ， マ ジ ョ リ テ ィ を 無 批 判 に 肯 定 す る ， こ の 前 提 は ， 本 来

問 わ れ る べ き こ と で す 。 お と な に な っ て ， 社 会 集 団 で う ま く や っ て い

け な い ひ と た ち は い ま す 。 そ の ひ と た ち の 一 部 は こ の 質 問 紙 で は “C”

と な る わ け で す が ，包 摂 社 会 ( inc lus ive  soc ie ty )は ，う ま く や っ て い け

な い 側 に 責 任 を 押 し 付 け る 発 想 は な い の で す 。 う ま く や っ て い け な い

と 困 る こ と に な る か ら ， な る べ く 学 校 教 育 の 中 で こ の 社 会 の や り 方 を

身 に つ け て ほ し い と 願 う 気 持 ち は 理 解 で き ま す が ，「 身 に つ か な か っ た 」

存 在 に つ い て ど の よ う に 教 育 が 理 解 す る の か が 問 わ れ て い ま す 。  

  

 

５  就 学 前 保 育 と 心 理 師 巡 回 の 意 義  

 文 科 省 に よ る 「 児 童 生 徒 の 問 題 行 動 ・ 不 登 校 等 生 徒 指 導 上 の 諸 課 題
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に 関 す る 調 査 」(2021 年 度 分 )が 2022 年 10 月 に 公 表 さ れ ま し た 。前 年

度 に 比 較 し て ， い じ め は 19 .0%， 暴 力 行 為 15.5%， 長 期 欠 席 の う ち 小

中 学 校 に お け る 不 登 校 24.9%， そ れ ぞ れ 増 加 し た 率 が 示 さ れ ま し た 。

長 期 欠 席 に は 「 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 回 避 」 に よ る 30 日 以 上 の

欠 席 が 含 ま れ る た め 但 し 書 き の よ う な 表 現 が な さ れ て い ま す 。 こ の 外

に ， 高 等 学 校 に お け る 中 途 退 学 者 数 が 人 数 で は 38,928 人 （ 前 年 度

34,965 人 ）と 微 増 し て い ま す（ 比 率 上 は 1.2%（ 前 年 度 1.1%））。自 死

（ 文 科 省 報 告 で は 「 自 殺 」） は ，「 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 か ら 報 告 の あ っ た

「 自 殺 し た 児 童 生 徒 数 は 368 人（ 前 年 度 415 人 ）」」と し な が ら も ，小

中 学 生 の 自 殺 の 増 加 傾 向 を 憂 慮 す る と し て い ま す 。  

 こ ど も の 数 が 減 少 を 続 け る な か ， こ う し た 項 目 に お け る 増 加 傾 向 は

単 に 「 極 め て 憂 慮 す べ き 」 と し て も 状 況 は 変 わ る も の で は な い で し ょ

う 。不 登 校 は 244,940 人 で す 。い ま だ に そ の 不 登 校 の 背 景 に あ る 理 由

と し て ７ つ を 挙 げ て い ま す が（①「 学 校 生 活 上 の 影 響 」型 ，  ②「 あ そ

び・非 行 」型 ，③「 無 気 力 」型 ，④「 不 安 な ど 情 緒 的 混 乱 」型 ，⑤「 意

図 的 な 拒 否 」型 ，⑥「 複 合 」型 ，⑦そ の 他 ），つ ま る と こ ろ ，当 事 者（ 不

登 校 の こ ど も た ち ） を 原 因 と し て 考 え て い る 様 子 が 窺 え ま す 。 ひ と が

あ る 集 団 か ら 遠 ざ か る 理 由 を こ の よ う な ７ 項 目 で 分 類 す る の は そ も そ

も 無 理 が あ り ま す 。1990 年 代 に ス ク ー ル・カ ウ ン セ ラ ー（ SC）の 導 入

を 開 始 し ， 現 在 は ス ク ー ル ・ ソ ー シ ャ ル ・ ワ ー カ ー の 活 用 も 奨 励 さ れ

て い ま す 。 そ れ 自 体 は ， こ ど も の 支 援 に 繋 が る こ と で し ょ う か ら ， 可

能 な 限 り ， そ れ こ そ 非 常 勤 と し て で は な く ， 常 勤 で 雇 用 す る 程 度 の 活

用 の 仕 方 が 必 要 だ と 思 い ま す 。一 方 で ，SC に は 不 登 校 の こ ど も を ７ つ

に 分 類 し て 当 該 年 度 を 整 理 し な け れ ば な ら な い 仕 事 が あ り ま す 。 個 々

の SC に 判 断 を 委 ね ら れ る こ と が 多 い と 思 い ま す が ， わ た し 自 身 は ，

こ の よ う な ７ つ に 「 不 登 校 は 整 理 で き る 」 の だ と い う 前 提 に 戸 惑 い ま

し た 。SC の 多 く は 不 登 校 の こ ど も た ち を 支 援 す る う え で ，こ ど も た ち

を 理 解 す る こ と ， 信 頼 し 合 う こ と を 第 一 義 に し て い ま す （ い ま し た ）

か ら ， 不 登 校 状 態 に つ い て 受 容 的 で あ ろ う と し て き ま し た 。  

 教 育 委 員 会 の 委 嘱 で SC を 10 年 間 お こ な い ま し た 。 2003 年 度 以 降

は 継 続 し て 巡 回 相 談 と 専 門 家 チ ー ム で 仕 事 を 続 け て 来 ま し た 。2000 年

度 以 前 も 同 様 で し た が ， SC と し て 勤 務 し て い る 間 に 発 達 障 害 と み な
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さ れ る こ ど も た ち が 不 登 校 事 例 と 重 な る 例 が あ り ま し た 。 非 行 等 の 問

題 行 動 に つ い て は ，ア タ ッ チ メ ン ト（ 当 時 は「 愛 着 」）の 問 題 に 由 来 す

る ケ ー ス や ア タ ッ チ メ ン ト と 発 達 障 害 の 重 複 ケ ー ス を 散 見 し ま し た 。

不 登 校 対 策 で 開 始 し た SC は 1990 年 代 後 半 に は す で に 発 達 障 害 や ア

タ ッ チ メ ン ト 障 害 の 事 例 に 対 応 し て い た の で す 。 本 務 の 都 合 で SC を

退 い た 後 も ，県 の 巡 回 相 談 や 自 治 体 で 現 場（ 学 校 や 保 育 所 等 ）を 訪 問・

観 察 し ， リ エ ゾ ン の 形 で サ イ コ ロ ジ ス ト の 仕 事 を し て 来 ま し た が ， と

く に ， 公 認 心 理 師 等 の 専 門 家 視 点 が 必 要 で あ る こ と が わ か り ま す 。 教

員 ・ 保 育 士 た ち の 多 く は ， こ う し た 専 門 家 の 見 立 て と 対 応 方 法 や 理 解

（ の 促 し ） が 必 要 だ と 直 感 し て い ま す 。 と く に ， こ ど も た ち を 理 解 す

る プ ロ セ ス が 重 要 だ と い う こ と は こ れ ま で は 指 摘 さ れ て 来 ま せ ん で し

た 。 ど う す れ ば い い の か へ の 回 答 を 急 ぐ あ ま り ， 理 解 で は な く ， 理 解

の プ ロ セ ス を 丁 寧 に 辿 る こ と を 蔑 ろ に し て 来 た の で す 。『 生 徒 指 導 提 要 』

が 改 訂 さ れ た の は 嬉 し い こ と で す が ， ひ と が ひ と を 理 解 す る と い う こ

と に つ い て は ま だ 足 り ま せ ん 。そ れ は 心 理 学 の 責 任 も あ り ま す 。DSM

や ICD に ど の よ う に 当 て は ま る か 否 か も 大 事 で す が ，そ の ひ と を 理 解

す る と い う ， こ れ ま で 精 神 科 医 療 で 一 部 な さ れ て い た こ と を 放 棄 し て

し ま っ た の は と て も 残 念 で す 。 保 育 士 と 教 員 と い う 生 業 は そ も そ も そ

の よ う な 思 考 や 感 情 を 大 切 に す る こ と で も あ り ま し た 。  

 サ イ コ ロ ジ ス ト の 仕 事 も 最 近 は DSM の エ ピ ソ ー ド を 頭 に 入 れ て ど

う 合 致 す る か を 心 理 診 断 的 に す る こ と は あ り ま す が ， 個 々 の こ ど も た

ち に 目 を 向 け る 文 化 は ま だ 生 き て は い ま す 。 文 科 省 調 査 は 不 登 校 に つ

い て も 自 死 に つ い て も 継 続 す る 方 が い い と 考 え ま す が ， 心 理 師 等 の 見

識 を 導 入 す る こ と に そ ろ そ ろ 気 づ い た 方 が よ い と 思 い ま す 。 実 務 家

(pract i t ioner )の 本 来 の 意 味 は ，大 学 の シ ラ バ ス 項 目 の そ れ に で は な く ，

こ う し た 点 に あ る よ う に 思 う の は わ た し だ け で し ょ う か 。  

 学 級 集 団 の な か で ， ひ と り ひ と り の こ ど も が ど の よ う に 過 ご し て い

る か を 観 る 目 を わ た し た ち は 有 し て い ま す 。「 通 常 」学 級 も「 特 別 支 援 」

学 級 も 同 様 で す 。 分 離 さ れ て い る 現 実 を 肯 定 し ま せ ん が ， こ ど も た ち

を 専 門 家 あ る い は 実 務 家 視 点 で 観 る こ と を 欠 い て は な り ま せ ん 。 同 様

に し て ， 以 前 に も 提 案 し ま し た が （ あ い ざ わ い さ お , 2015）， 治 療 同 盟

と い う 発 想 も 大 事 で す ７ 。 教 育 と 保 育 は ， こ ど も や 保 護 者 と 一 緒 に 作
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る も の な の で す 。  

 就 学 前 の こ ど も た ち を こ れ ま で 支 援 し て 来 ま し た 。就 学 前 の「 比 率 」

は 調 査 報 告 が あ ま り な い の で 不 明 で す が ， 小 学 校 よ り 高 率 で あ る こ と

は 間 違 い な い で し ょ う 。日 本 で は あ た か も 日 本 型「 イ ン ク ル ー ジ ョ ン 」

が あ る か の 如 く の ，文 科 行 政 が ，あ る い は 政 策 が 継 続 し て い ま す か ら ，

ASD 等 の こ ど も た ち の 一 部 は ，就 学 時 等 に ，特 別 支 援 学 校 と 特 別 支 援

学 級 に 分 離 さ れ ，「 通 常 」 学 級 に は 在 籍 し な い こ と に な り ま す 。  

8 .8%が 高 い か 低 い か と い う レ ベ ル の 議 論 で は な く ，就 学 前 の こ ど も

た ち の 多 く は ， イ ン ク ル ー シ ブ な 環 境 で 育 っ て い る の で す 。 わ た し は

こ れ を と て も 大 切 な こ と だ と 考 え ま す 。 こ の 社 会 に 適 合 し な い か ら 分

離（ 排 斥 ( exc lude)）す る と い う 発 想 が 保 育 所 や 幼 稚 園 に は あ り ま せ ん 。

就 学 時 に 分 離 と 排 斥 が 始 ま る の で す 。 あ る こ ど も に ど の よ う な 支 援 が

必 要 か は 「 そ の 子 を 含 め て 」 と こ と ん 話 し 合 わ れ る べ き だ と 思 う の で

す 。   

 就 学 前 の こ ど も た ち を 知 る サ イ コ ロ ジ ス ト が 就 学 後 の 小 学 校 教 育 に

携 わ る こ と が 重 要 で あ る こ と は 直 感 的 に は わ か る こ と で す 。 実 務 上 ，

こ の 重 要 さ は ， 発 達 的 に 理 解 さ れ ， 同 時 に ， 保 護 者 支 援 と い う レ ベ ル

に お い て も 必 要 で す 。 就 学 前 は 保 護 者 と こ ど も の こ と を 「 一 緒 に 」 考

え ら れ る 環 境 が あ り ま す 。 し か し ， 小 学 校 に 入 学 す る と ， 急 に こ れ が

「 分 離 」 さ れ て し ま う の で す 。 個 人 情 報 で す か ら 仕 方 な い 点 も あ り ま

す が ， 急 に よ そ よ そ し く な っ て し ま い ， 担 任 は 保 護 者 に つ い て も 不 明

な こ と が 多 く な り ま す 。 保 護 者 面 接 を す る 経 験 を 数 多 く し て 来 ま し た

が ， 面 接 で は 生 活 自 体 を 教 え て い た だ く こ と が 必 要 に な る こ と が 多 い

の で ， 許 可 を 得 て そ の よ う な こ と に 立 ち 入 ら せ て い た だ く こ と が あ り

ま す 。 教 員 と 保 護 者 と そ う し た 話 を な か な か で き な い 例 が 多 く あ り ま

す 。 そ の 是 非 は 議 論 の 場 を 別 に 設 け る 必 要 が あ り ま す が ， イ ン ク ー ジ

ョ ン が う ま く い か な い こ と と 無 関 係 で は な い よ う に 思 い ま す 。  

 日 本 で は 周 知 の よ う に ，2019 年 に 公 認 心 理 師 の 認 定 が 開 始 さ れ ま し

た 。公 認 心 理 師 試 験 に 合 格 -登 録 し た 者 を 認 定 す る ，名 称 独 占 の 資 格 で

す 。 そ れ ま で は ， 民 間 の 資 格 が 多 数 あ り ま し た 。 文 科 省 も SC 任 用 条

件 と し て も 筆 頭 に 本 資 格 を 挙 げ る よ う に な り ま し た 。 民 間 資 格 は ， そ

れ ぞ れ の 利 害 関 係 や 人 間 関 係 が 色 濃 く 現 れ ま す か ら ， こ の 点 で も ， 国
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資 格 の 誕 生 を 歓 迎 し た い と 思 い ま す 。 心 理 師 資 格 だ け で は な く ， 民 間

の 資 格 と く に 臨 床 心 理 士 資 格 を 有 す る 方 が 良 い と い う 声 を し ば し ば 耳

に し ま す が ， 主 題 と し て 議 論 の 価 値 が な い も の で す 。  

 本 件 に つ い て は ， こ ど も の 成 長 や 保 護 者 等 の 支 援 の 実 務 家 と し て ，

学 校 教 育 と 連 携 し て 心 理 師 が 働 く 必 要 が あ り ま す 。 そ の な か で ， 虐 待

や 不 適 切 な 養 育 に よ る 影 響 を 受 け て 来 た こ ど も た ち に つ い て の 支 援 が

急 が れ て い ま す 。 虐 待 事 案 が 急 激 に 増 加 し て 来 た こ と は 周 知 で す が ，

こ ど も た ち が 就 学 前 に 育 つ ， そ の 環 境 自 体 を 改 善 す る 必 要 に 迫 ら れ て

い ま す 。  

 自 験 例 上 も ， 不 適 切 な 養 育 （ 環 境 ） の 影 響 で ア タ ッ チ メ ン ト 障 害 や

近 似 事 例 を 多 く 観 て 来 ま し た 。 虐 待 防 止 が 世 論 の 支 持 を 得 た 2000 年

頃 は わ た し 自 身 は ， 虐 待 親 を き ち ん と 理 解 で き て い ま せ ん で し た 。 虐

待 や こ れ に 近 い 状 態 で 子 育 て を し て い る 保 護 者 を 前 に し て ， 怒 り や 悲

し み を 隠 し き れ ず に い ま し た 。 当 時 話 題 と な っ た の は ， 虐 待 の 世 代 間

連 鎖 で し た 。 虐 待 し て い る 親 も ま た 虐 待 さ れ て 育 っ た の だ と い う も の

で す 。 し ば ら く し て ， 別 の 背 景 の あ る こ と に 気 付 か さ れ ま し た 。  

 岡 田（ 2011）の い う「 シ ッ ク マ ザ ー 」の 存 在 で す 8。つ ま り ，周 産 期

を 含 む ， と く に 産 後 の う つ 病 や そ の 他 の 精 神 疾 患 に よ る ， 母 親 の 育 児

の 質 の 低 下 は ア タ ッ チ メ ン ト に 影 響 を 与 え ま す 。 保 護 者 面 接 を し て い

く な か で ， 母 親 の 産 後 の 状 態 を 聴 く よ う に な る と ， か な り 多 く が 産 後

の し ん ど さ を 記 憶 し て い ま し た 。 そ し て ， 彼 女 た ち は ， そ の こ と が 現

在 の こ ど も の 問 題 の 原 因 と な っ て い る の か と い う 反 問 を し ま す 。 こ れ

は 極 め て 自 然 な ダ イ ア ロ ー グ で ， 面 接 の 質 を 高 め て い る こ と に 気 付 か

さ れ ま す 。 も ち ろ ん ， 精 神 疾 患 や そ れ に 近 い 状 態 に な っ た こ と の 責 め

を 本 人 に 負 わ せ る の は 誤 り で す 。 産 後 う つ 研 究 で 共 通 す る の は ， そ の

比 率 が 高 い こ と と 支 援 さ れ ず に い る こ と だ と 思 い ま す 。 医 療 の み な ら

ず ， 保 護 者 面 接 を し て 来 た サ イ コ ロ ジ ス ト （ 心 理 師 ・ 心 理 士 ） に も 責

任 が あ る と い え る で し ょ う 。  

 

今 回 の 調 査 報 告 の 目 的 を 再 度 取 り 上 げ て お き た い と 思 い ま す 。  

 

今 後 も イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム の 理 念 に 基 づ い た 特 別 支 援 教 育 を 推
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進 す る た め に は ， 現 在 の 状 況 を 把 握 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

 

「 ＋ シ ス テ ム 」と 先 述 し ま し た が ，こ れ は も し か す る と ，「 イ ン ク ル ー

シ ブ 」 ＋ 「 教 育 シ ス テ ム 」 な の か も し れ ま せ ん 。 教 育 シ ス テ ム に 「 イ

ン ク ル ー シ ブ 」 と 付 け 加 え た 印 象 が 拭 え な い の で す 。 こ れ ま で 続 け て

来 た 教 育 を 文 科 省 は シ ス テ ム と 言 い ま す 。だ か ら ，「 特 殊 教 育 」と い う

シ ス テ ム が 「 特 別 支 援 教 育 」 と い う シ ス テ ム に 変 革 し た の だ と い う わ

け で す 。 そ れ ほ ど 大 き な 改 革 な の か と い え ば ， 個 々 の こ ど も の ニ ー ズ

を 大 切 に す る と い う こ と が 根 幹 で す か ら ， 言 っ て み れ ば ， 当 た り 前 の

こ と な の で す 。 世 界 の 流 れ が イ ン ク ル ー ジ ョ ン に 向 か う 中 で ， こ の 特

別 支 援 教 育 と い う シ ス テ ム は ， じ つ は 通 常 学 級 で 対 応 可 能 な ニ ー ズ と

い う 限 定 付 き の も の で し た 。 対 応 で き な い 場 合 は 分 離 と い う 抜 け 道 を

準 備 し た の で す 。 わ た し は こ の こ と が 日 本 の イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 速 度

を 大 き く 下 げ た の だ と 考 え ま す 。 勧 告 を 受 け て さ え ， こ れ が 日 本 の イ

ン ク ル ー シ ブ 教 育 な の だ と 文 科 大 臣 が 胸 を 張 っ て も ， そ れ は 虚 勢 に し

か み え な い わ け で す 。 な ぜ な ら ， 日 本 以 外 は こ の 目 標 に 向 か っ て い る

−イ ン ク ル ー ジ ョ ン に 例 外 な し と い う 前 提 を 共 有 し て い る か ら で す 。  

こ の 間 文 科 省 は 厚 生 労 働 省 と 協 働 し て 公 認 心 理 師 法 を 準 備 し ， 多 く

の 心 理 師 を 誕 生 さ せ て い ま す 。 法 律 は 言 葉 で 書 か れ て い ま す 。 言 葉 に

は 多 義 的 な 解 釈 が あ る こ と は わ か り ま す が ， 折 角 誕 生 さ せ た 心 理 師 と

い う 専 門 家 の 業 務 を こ の シ ス テ ム に 加 え る こ と は で き な い の で し ょ う

か 。  

就 学 前 と の 接 合 に つ い て も 実 績 を 持 っ て い ま す 。 特 別 支 援 教 育 体 制

（ シ ス テ ム ）が 開 始 さ れ る ，少 な く と も 5 年 前 か ら わ た し た ち サ イ コ

ロ ジ ス ト や 精 神 科 医 は 招 集 さ れ ， 相 当 数 の 現 場 を 巡 回 し て き ま し た 。

そ の 是 非 は と も か く と し て ， 教 員 免 許 更 新 講 習 に お い て さ え ， わ た し

た ち は 入 念 に そ の シ ス テ ム に 必 要 な 心 理 学 等 の 知 見 を 伝 え て 来 ま し た 。

依 頼 が あ れ ば プ ロ ボ ノ (pro  bono)で 現 場 に 赴 い て 先 生 方 や 保 護 者 た ち ，

そ し て こ ど も た ち も 交 え て 知 恵 を 絞 り ま し た 。 わ た し た ち 心 理 師 は そ

れ を 自 然 な ス タ イ ル と し て 共 有 し て い ま す 。 異 論 は あ る か も し れ ま せ

ん が ， イ ン ク ル ー ジ ョ ン の 意 味 す る 内 容 に つ い て は 一 致 し て い ま す 。  

  



 
 

 47 

 

注  

1  h t tps : / /www.ungeneva .org /en /news -media /meet ing -summary /  

2022 /08 / l es -exper ts -du - crpd -s inqu ie tent -de - l ins t i tu t i onna l i sa t i on  

2  h t tps : / /news .yahoo . co . jp /by l ine /noguch iak ina /20220910-00314466）  
３ 「 永 岡 桂 子 文 部 科 学 大 臣 記 者 会 見 録 （ 令 和 4 年 9 月 13 日 ）」 よ り 引 用 。

https : / /www.mext .go . jp /b_menu/da i j in /de ta i l /mext_00300 .html  
4“ institionalisation” と い う 語 に は ，「 制 度 に す る 」 こ と と い う 意 味

と ，「 施 設 に 収 容 す る 」 と い う 意 味 の ２ つ が あ り ま す 。 施 設 収 容 を 制 度

化 す る と い う 意 味 で は あ り ま せ ん が ， こ の 両 義 性 に 気 づ い た 英 語 読 者 が

多 く 存 在 す る と 思 い ま す 。  

5 “ Nothing About us without us” ， 国 際 連 合 「 障 害 者 の 権 利 に 関 す

る 条 約 （ 2006）」 は 障 害 者 自 身 が 参 加 し 採 択 さ れ ま し た 。 日 本 政 府 の 批

准 は 2014 年 と だ い ぶ 時 間 が 経 っ た 中 で で し た 。 そ し て ， 2022 年 に 国 連

か ら こ う し た 非 難 と 勧 告 が な さ れ た の で す ）  

６  最 近 は こ の よ う に な ん で も 責 任 回 避 の 文 言 を 不 用 意 に 記 す 役 所 の 表 現

の よ う な も の が 多 い こ と を 気 に 留 め て い る の が ， わ た し の よ う な 研 究 者

だ け で は な く ， 現 実 に 就 学 義 務 を 負 う 保 護 者 や 一 般 市 民 で あ る こ と を 忘

れ な い 方 が よ い と わ た し は 考 え て い ま す 。 調 査 の 目 的 が 隠 れ た 意 図 が あ

る よ う に ， あ る い は ， 含 意 と し て 受 け 止 め ら れ て し ま う こ と は ， そ も そ

も 調 査 に 協 力 し た 方 々 に 対 し 正 し い ， お と な の 態 度 で は あ り ま せ ん 。  

７  あ い ざ わ い さ お (2015 )「 そ し て ，子 ど も と つ く る 支 援 」 197-201 ,第 25

章 ， あ い ざ わ い さ お 編 著『 発 達 障 害 児 と そ の 家 族 を 支 え る -香 川 県 丸 亀 市

の 挑 戦 −』学 文 社 ．自 験 例 を 通 じ て ，こ ど も 本 人 ，保 護 者 ，の ２ 者 を 加 え ，

担 任 -特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ や 養 護 教 諭 ， 必 要 で あ れ ば ， SC 等 の

支 援 同 盟 を 作 る 提 案 を お こ な い ま し た 。 自 分 自 身 の こ と を 自 分 で 決 め る

と い う 当 然 の 権 利 を 守 る こ と も 狙 い に あ り ま す が ， こ ど も 自 身 が ど う 感

じ ， ど う し た い か ， そ れ を 自 然 に 支 援 に 直 結 さ せ る 試 み が な さ れ て い い

は ず だ と 思 っ て い ま す 。現 在 の 教 育 は ，こ の 点 で は こ ど も 不 在 な の で す 。

こ ど も 本 人 を 排 斥 し た ( exc lus ive )教 育 が イ ン ク ル ー シ ブ で あ る は ず は な

い の で す 。  

8  岡 田 尊 司 (2011 )シ ッ ク・マ ザ ー：心 を 病 ん だ 母 親 と そ の 子 ど も た ち ．筑
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摩 書 房 ．岡 田 は 繰 り 返 し「 シ ッ ク 」の 責 任 を 母 親 に 帰 し て は い ま せ ん 。日

本 に お け る 虐 待 親 に 対 す る ， 基 本 的 な 感 情 と も い う べ き も の は ， 親 の 責

任 を 取 り 上 げ ま す 。こ の よ う な 論 調・言 説 を 無 批 判 に 受 容 し て 来 た の は ，

メ デ ィ ア だ け の 責 任 で は あ り ま せ ん 。 わ た し た ち 心 理 学 に 携 わ る 者 た ち

の 安 易 な 同 調 が あ る こ と は 忘 れ て は な ら な い こ と だ と 思 い ま す 。  
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四 国 学 院 大 学 文 学 部  

2022 年 度 初 等 教 育 コ ー ス （ 教 職 課 程 ） 卒 業 論 文 題 目 一 覧  

 

表 示 内 容  

学 籍 番 号  学 生 氏 名  （ 指 導 教 員 名 ）  

卒 業 論 文 題 目            

 

20192016 西 木 晶 奈  (会 沢 勲 )  

幼 児 の 早 期 教 育 に 関 す る 考 察  

 

20192052 池 田 良  （ 大 木 祐 治 ）  

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 と 特 別 支 援 教 育 と の 比 較 に お け る 一 考   

 

20192070 渡 辺 正 浩  （ 森 川 由 美 ）  

GIGA ス ク ー ル 構 想 ～ 教 師 自 身 が 未 来 を 創 る チ ェ ン ジ ・ メ イ カ ー

に ～   

 

20192071 池 川 藍 霞  （ 西 谷 清 美 ）  

児 童 虐 待 に 対 す る 社 会 的 支 援 ～ 女 性 の 貧 困 と の 関 連 ～   

 

20192109 峯 伊 吹  （ 深 井 克 彦 ）  

Goog le  Apps を 利 用 し た 就 学 前 幼 児 向 け 教 材    

 

20192155 山 田 菜 緒  (会 沢 勲 )  

大 学 生 の 自 己 肯 定 感 と SNS の 関 係 に つ い て    

 

20192174 藤 澤 健 太  （ 西 谷 清 美 ）  

学 校 現 場 に お け る 障 害 児 の 生 き づ ら さ と 地 域 支 援 の 在 り 方  ―理

想 の 共 生 社 会 ―  

 

20192195 安 藤 玲  （ 深 井 克 彦 ）  
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小 学 校 算 数 科 に お け る ICT を 活 用 し た 授 業 づ く り の 研 究 ―小 学 校

第 ３ 学 年 を 中 心 と し て ―  

 

20192197 増 田 気 代  （ 元 井 一 郎 ）  

授 業 論 再 考 ―「 学 び 合 い 」 と い う 方 法 を 中 心 に ―   

 

20192200 山 本 航  （ 川 又 実 ）   

ICT 教 育 に つ い て 良 さ と 問 題 点 を 通 し て 検 討 す る   

 

20192257 柴 田 紘 奈   （ 深 井 克 彦 ）  

「 Google  Apps を 利 用 し た 小 学 校 第 6 学 年  算 数 科  乗 数 と 積 の

大 き さ の 関 係  」 の 教 材 作 成   

 

20192266 曽 根  瑞 貴   （ 深 井 克 彦 ）  

小 学 校 算 数 科 に お け る ICT を 活 用 し た 授 業 づ く り の 研 究 ―小 学 校

第 ３ 学 年 を 中 心 と し て ―  

 

20192274 岡 田 裕 子   （ 大 木 祐 治 ）  

不 登 校 の 理 解 と 支 援   

 

20192279 小 松 由 季  （ 深 井 克 彦 ）  

「 Google  Apps を 利 用 し た 小 学 校 第 ３ 学 年 算 数 科 式 と 計 算 べ つ べ

つ に ま と め て 」 の 教 材 作 成   

 

20192336 岡 田 萌  （ 元 井 一 郎 ）   

授 業 づ く り の 基 礎 視 角 － 子 ど も の 自 己 肯 定 感 と 授 業 の 関 係 か ら

－   

 

20192340 内 田 航 瑠   （ 鈴 木 望 ）  

木 材 の 燃 焼 時 間 の 密 度 依 存 性 に 着 目 し た 小 学 校 理 科 の 教 材 開 発  

以 上  
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